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アルムファッダリーヤート試訳 
―  ( 46 ) アルムラッキシュ・アルアクバル  ― 

 رـــــب ـَكَ الَ َشــــق  رََ الـمُـ
 

池 田  修  * 
 

                                                             
＊  大阪外国語大学  名誉教授 

〔池田修先生のご意向により、本号掲載の「試訳」校正は高階が担当しました。〕 

 
まえがき 

 この詩は詩人がムラード族の洞窟で詠んだものだとアルアンバーリーはしてい

る。また、『歌の書』(5, p. 191) では、死に際にアスマーウに詠み聞かせたものだと
ある。しかし、この詩の一行目に出てくる恋人らしい女性の名前は、スライマー  
(Sulaymā) となっており、7 – 8行目に、婚約が反故になったことを述べているほかは、
過去の恋の冒険を自慢したものであるから、死に瀕した状況とはかけ離れた内容と

なっている。おそらく、過去の恋を主題とした長詩の一部であろう。ワーフィル調、

12行。 
 
 

( 46 ) テキスト 

َفِّـىَذَ ق ـوَ  َمُر ق ِّشٌَو هْو  ان  كَ  َق الَ دْ هْفِّ َالْك   لِّك 

ــــــــأ صْحَ وَ َـىف أ رَّق نِّ ــــــ  هُجُودَُـىَابِّـــــــ

ــــأ رْقُبَُأ هْل هَ وَ  ــــــ ـــــــ ـــــــ َيدَُعِّهُمَُبَ اَوَ ـــ
َلَ  بُّ َبِّهَ ـيُش  قُودَُالَْ َىذَِّا َو  َرْى ى

َوَ وَ  َرُقَُــــــغَِّأ رْآمٌ ــــــزْلا نٌ ـــــــ ــــــ ـــــــ ـــــــ َودَُـــ
ــأ و انِّ ــــــ ـــــــ ــــــ َلا َـ َو لا َسُ ُُ ُـُر ا  ـُرُودََُ ََ

َالَْيَْلَ عَ  جَ هنَّ ـــم  ـــــــ َوَ ـــــــ دُ رُودَُالَْاسِّ َبُـ
و اثِّالََْقُط ِّع تَِّوَ  ـــــــــم  ــــــ َوَ ـــ َعُهُودَُالَْقُ
َو لا َــــأُصَ َـىالِّـــبَ  اـــمَ وَ  يدَُادُ ََأ صِّ

ةَ  عَّم  ــــــهَ ـل َ مُن ـ ـــــــ ــــــ َوَ ــــــ َف ـرعٌْ يدَُا َجِّ

Aa ًََل يْل ر ى يَ س   َ َسُل يْمَ ـــَ نْ َمِّ  ىالٌ

َأ مْرَِّف بِّتَُّ َحَ كَََُىأُدِّيرُ ــــــــلَّ ٍَلاـــــ
َق دَْ َأ نْ َى رْفِّـسَ َع ل ى ا ٍَراــلِّنَ َـىم 

هَ  و ال يـْ َم هًَــــــــح  ــــــا َالتّـَر اقَِّاـ َىجُمُّ
َلا َن ـو اعَِّ ُـُعَ مُ َبُـؤْسَ ـالِّــــَ ٍَشع يََْجُ

َم عًَ ـــي ـرُحْن  َالَْـ َبِّط اء  شَْا اَِىم  َبُدًّ
َبِّ نَّ ك  نَْوَ َةَ لْدَ بـَ س  ك  ر ىَتَُس  َْ َأُ

لِّف مَ  َبَ  َأ فِّـا َع هْدَِّـيُوََ َـىى انُ َىخ 
يلَ وَ  َأ سِّ َالَْـرُبَّ يَْـةِّ دَّ َبِّــخ  ــــــن  ٍَركَْــــ

١- 
٢- 
٣- 
٤- 
٥- 
٦- 
٧- 
٨- 
٩- 
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ــاللََّىَُّن قَِّ ـــــــ ــــــ ـــــــــــ َب ـرُودََُوْنَِّـــــ َب ـرَّاقٌ
ـــــهَ ـز ار َُْوَ  َالنَّجَ ــ ــــا يدَُوَ َائِّبَُــــ َالق صِّ

ــــع نَ  ـــــــ َو صْلٌَنَـْمََِّـىانِّـــــ دِّيدََُهُمُ  ج 

َع ذْبٌٍََرذُوَأُشَُوَ  تِّيتَُالنّـَبْتِّ َش 
َبِّوَْهَ ـلَ  َز مَ هَ ـتُ َمِّنَْـانًَا بَ َا َـىابِّـــش 

ــأنَُ  ــــــ كََُــ َو صْلًَلَّمَ اسٌ ل قْتُ َْ َأ   ا

١٠- 
١١- 
١٢- 

 
 

( 46 ) 訳  

 1- スライマーの幻が夜私を訪れた。そのため、友らは眠っているが、私は不眠に襲わ
れた1)。  

 2- そこで、私はわが身をつらつら振り返り、遠くに住む彼女の家族のことを思い描い
た2)。  

 3- だが、私の目はアルアルターが茂っているところで、薪が燃え上がっている火のほ
うに向けられた。 

 4- 焚き火の周りには、胸の膨らんだ野牛や白カモシカやガゼルのような乙女らが眠っ
ていた。 

 5- 彼女らは安楽な暮らしをしていて、人生の苦難に触れることはない。また、未婚の
乙女たちで、夕方、仕事から帰ることも、牧草地を歩き回ることもしていない3)。  

 6- 彼女らはサフランで染めた下着のうえを上着でまとい、夕方、うちそろい、両太も
もをこすりながら、ゆっくりあるいて家路につく。 

 7- 彼女らはある土地に住み、私は別の土地に住んでいた。そのため、あらゆる言質も
約束も破られた4)。  

 8- 私は約束に誠実であるのに、欺かれるのはなぜか。私は狩をしていないのに、狩取
られるのはなぜか。 

 9- 頬がふくよかで、安楽に暮らす乙女らの多くには、長い髪と首が備わっている。 
10- 歯は鋸状で、等間隔に並び、味わいは甘味で、真っ白く、前歯は唾液で輝き、(口ず
けすれば) 冷ややかである5)。 

11- 私は若い頃、ひと時、彼女を愛し、由緒ある血統の雌ラクダが  (私の恋文を) を届
け、また、愛の詩を送ったものだ。 

12- 思うに人とはかくのごとき者である。私は愛の衣を着古すたびに、人々の中で、新
たな愛に取り付かれ苦しんだ。 

 
 

                                                             
1) 恋人の名前が No.45のアスマーウではなくスライマー  (Sulaymā) となっている。 
2)『歌の書』(5, p. 191) には、「まえがき」で触れたように、この詩が載っているが、ᵓarqubu (観察
する) のところが、 ᵓad͟hkuru (思い描く) となっており、解説にもこの読みをしている者がある
ので、これにより訳した。 

3)「乙女らは、薪集めや羊飼いなどの仕事をせず、安楽に暮らしている」の意。 
4) 解説では、詩人の叔父アウフ  (ᶜAwf) と結んだ、アスマーウとの婚約に触れたものとしている。 
5) 歯が鋸状に並ぶという表現は、若さを表す。  

―  2  ―
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―  ( 47 ) アルムラッキシュ・アルアクバル  ― 

 رـــــب ـَكَ شَالَ ــــق  رََ الـمُـ
 
 
まえがき 

 1 – 5行で恋人アスマーウの住居跡を訪れて、思い出にひたる場面があるが、おそ
らく、かなりな脱落があったものと考えられる。6行以下は孤独な砂漠の夜旅の模様
が述べられているが、梟が鳴く、焚き火をしても誰も立ち寄らず、オオカミのみが

焼肉を求めてそばまで来たなど、興味ある記述が見受けられる。この詩には、かな

り難解な箇所が多くあり、古い作品であることをうかがわせている。  

 Lyall校訂版では18行となっているが、カイロ版では、大英博物館写本とマルズー
キーの注釈書により12 – 13行の2行が追加され20行となっているので、タウィール
調、20行の詩として訳した。  
 
 

( 47 ) テキスト 

 الْمُر ق ِّشَُأ يْضًاَق ـالَ وَ 

َفِّـيَُ رَُيهَ خ ط ِّطُ َالطَّيـْ  ابِّسَُـب سَ  ق ـفْرٌََا

َوَ  تََْنَْلكَِّق رِّيبٌ ب س  وَ ـالََْـىنِّـــح  َسَُــــــابِّح 
نََْهَِّبَِّـىأ ن ِّكَ  ةَِّالرَّوََْمِّ دَّ ــــــــآنَِِّعشِّ ــــــ َسَُـــ
َُلََِّسفَْالنـَََّـىفِّوََ  َك و ادِّسَُالطَّرِّيقَُالََْىإِّنَْ

َالَََْأ نَْإِّل َ َوَ ُ كِّلَّ َحَ رَْمَ الَْعِّيسُ َادِّسَُــءُ
َفِّ ال كُ ــــيهَ  ـُه  َالَْـ َوَ ا َنَ الَْوِّرْدُ رْءُ َاعِّسَُــــــم 

هَ  ـــبِّع يـْ ـــــــ ــــــ َوَ ــــــــ  ـُنْس لُّ َ َد امِّسَُام ة  َاللَّيْلُ
َنَ وَ  ـــــــــمُوق د  ــــــ ـــــــ رُمْهََُمَْـل ٍََراـــ َق و ابِّسَُالََْ ـُ
ــــمَ كَ  َالنّـَو اقِّسَُـالََْدَ عَْتَْب ـَبَ اَضُرِّـــ َهُدُوءِّ
َعَ َدَْقَ َضَِّرَْالَْ َنَ مَِّ َالرَّوَ يَْلَ د بَّتْ َامِّسَُهِّ

ــــيهَ فَِّشُع بَ َإِّل َ َالَْـ و ارِّـا َنِّسَُع و االََْىج 
ــــــهَ ـلَ  ـــــــ ــــــ َالَْـــــ هْلُ َس  َق ـي ِّمٌ لِّيق ةَِّـا َآنِّسََُخ 
ضْبَ َوَ َهَُلا َوَ  َع ل ىَالزَّـــمِّ َعَ ابٌ َابِّسَُـــادِّ

aa َآ نْ وَ ــمَ ـأ سََِْلأ مِّ َالدَّ  ارِّسَُاء َالطُّلُولُ

َبِّ رْتُ َأ سَْهَ ـذ ك  لْيـ هَ مَ ـا َو  َأ نْ َل وْ َاـــــاء 
َلا ََِلم نْزِّوَ  ــــَأرُِّيض نْك  ـــــــ ــــــ َم بِّيتَ ـــ َهَُــــدُ

َع يْنِّ ر  َر أ ُْنَِّـىلِّتُـبْصِّ اَـىإِّنْ ان ـه  َم ك 
َوَ  يفٌ ـــــــإِّبْسَ و جِّ ــــــ ـــــــ َوَ ـ َةٌزََّهَِّوَ َن ـقْرٌَاسٌ

َقَ ــــد و ِّيَّوَ  ر اء  َغ بـْ َع هْدُهَ َدَْة  ــــــــى ال  َاـــ
َإِّل َ ِّهَ م عْرُوفَِّق ط عْتُ ر ا َمُنْك  ـــــــهَ ـا ـــــــ َاـ

ـــــهَ ـبَِّر كْتَُ ـَُ ـــــــ َل يْلًَـــــ َم نْزِّلًاََوَ َى وِّيلًَا
 ـُزْقَ ُ سْمَ وَ  َ َمَِّعُ َالَْاءً وََِْمبُوَن  ـــــل نَ ح  ــــــ َاــ
َتَْثَُع رَّسَ يَْمُلْق ىَر حْلِّه اَحَ يُصْبِّحَُف ـَ
كََ وَ  َنَ ُُصْبِّحُ وْد اةِّ ـــالدَّ َزِّمَ ـــ ــــــام هَ اط  َاـ
َالر ِّجَ ـ ـُر ىَشٍََُردَْقَ وَ  َاـهَ ـعِّي الَ َِلامْط 

َل هََُجْتـ وُواـي ََمَْـل ََالصَّحْبََُامَ َاإِّذَ َض حُوكٌَ

١- 
٢- 
٣- 
٤- 
٥- 
٦- 
٧- 
٨- 
٩- 
١٠- 
١١- 
١٢- 
١٣- 
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ـــــــهَ يَـْلَ َعَ ع ر انَ  ــــــ َبََ ــ َاللَّوْنِّ َأ ىْل سُ َئِّسَُا
ي اءًَ َفُحْشَِّو مَ َح  َأُجَ َىا َالِّسَُع ل ىَم نْ

مَِّالََْلنّـَهْبَِّبَََِّآبَ َامَ كَ  الِّسَُالََْىَُّك  َمُح 
بَ  لِّيَفٍََِّلاـــــــرُؤُوسَُجِّ ــ ـُغَ ٍَجَ  َام سَُــــــ

َفَِّ َع ل مٌ ا ـــــــىَ  أ غْبـ رََُِلالََْبد  ــــــ  امِّسَُــ

َالْتِّ َيَ وَ َِرَ اسَُالدََّمَ وك يْف   سَُابِّـــالضَّرعُْ

ـــسَ وَ  ـــــــ نَ ـــــ َمِّ َنَ عِّل َالَْ ائِّرُهُ ــــــــق ةِّ ــــــ  ائِّسَُــــ

َالنَّــــــأ ض أْنَ َاـــو ل ـمََّ َعِّنْدَ ـــــا و ائِّنَ َار   اـــشِّ

َإِّلَ ن ـبَ  ـيَْــذْتُ َحُزَّةًَـ و ائِّنَ َنَْمََِّهِّ ـــشِّ ـــــــ ــــــ  اــــ

َبِّ ذْلا َـــهَ ـف آض  َج  هَُ نَ ا َر أْس  فُضُ  ي ـنـْ

ـــــأ عََْأ عْر ضَ وَ  كََ ل َــ هَ مٌ َرُؤُوس  ـــأ نَّ ــــــ  اـــــ

َع ل مٌَ لَّفََْإِّذ ا ـتَُــَ  َيُـهَْـ ـــــــد ىَبِّـت ـَهُ ـــــــ  هَِّـــــــ

ــال لْتُـهَ ـــــــ ـُعَ  َوَ ــــ َىِّب ِّل يَْا ر ِّهَ َـىس  ـــــــبد   اــ

َمٍََِّراعَ َرَ مَ ـأ سَْــــبِّ  هِّزَِّل َـــــــجََِّنَْص دْرهُُ

١٤- 
١٥- 
١٦- 
١٧- 
١٨- 

٩١- 
٢٠- 

 
 

( 47 ) 訳  

 1- 消えかかった住居跡は、アスマーウ一家のものか。そこには野鳥の足跡が残り、荒
れ果てた砂漠になっていた。 

 2- その廃墟で、私はアスマーウに思いをはせた。彼女が移り住んだところが、近くで
あればよかったのだが、種々な障害が私を引きとめ  (彼女と会うことができなかっ)
た。 

 3- 私は強い恐怖心を抱きながらも、夜を過ごしたくない厳しい多くの宿営地で、あえ
て、休息するのになれ親しんだ者のように振舞った。 

 4- (そのようなところで夜をすごすのは) 彼女 (アスマーウ) が、私を見ているのであれ
ば、私の目は彼女の居場所を見るかも知れないと思ったためである。けれども、たと

え、旅路に恐怖がないとしても、私の心の中には悪い予感がつきまとっていた1)。 
 5- (私はそこへ) 緩急さまざまな足取りで、旅を続けてきたのであるが、先導者があて
ずっぽうに案内したので、赤味を帯びたラクダどもは疲れてしまった2)。  

 6- しばしば、(人々は) 砂塵が舞い、こだまが鳴りわたる、人跡未踏の砂漠の中を、喉
が渇いたラクダに乗って、まどろみながら、全速力で旅をした。 

 7- 私は、未知の荒野を横断して、悠然と歩む頑強で、大胆な雌ラクダに乗ってなじみ
のある土地へと向かったが、漆黒の夜の闇があたりを覆っていた。 

 8- その荒野では、さらに、長い夜をすごす。宿営地では火を燃やすが、火を求めて立
ち寄る者は一人も現れなかった。 

                                                             
1) al-kawādis (単数 kādis) は「くしゃみ」のことで、アラブはこれを悪い予感として悲観的にとら
えていた。Lyall校訂版では、ᵓin k͟hallā となっているが、ᵓin k͟halā の意と考えられる。カイロ版
では ᵓin k͟hullā となっている。k͟hullā は k͟hulliya の珍しい用例である。構文も込み入っているが、
al-kawādis は fi n-nafsiの主語、makānahā は li-tubṣira の目的語。  

2) この一行は7行の後に配置すべきもの。また、4行との間に何行か欠落していると見られる。上
の句 wajīf以下の4つの名詞は ḥālとして対格での読み方もある。また、ᵓaᶜyasu (複数  ᶜīs) は「赤
味がかった白色ラクダ」のことで、高貴な血統を表す。かつての恋人の住まい跡を訪ねて思い

出に涙を流したあと、詩人が英雄的行為を誇るのがジャーヒリーヤ詩人の常套的な手法である。

英雄的行為のうち敵対者を打倒する勇者ぶりを誇示し、無人の荒野をラクダに乗って一人旅す

る大胆さを自慢するものが最も多く、ここでは荒野の一人旅をすることを誇っている。極度の

気前よさや飲酒、恋の冒険などが織り込まれるものが多い。 
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 9- あなたは、我らの周りで集の鳴き声を聞くだろうが、それは、まるで拍子木が打た
れて、あたりの静寂を破るかのようだ3)。  

10- 私のラクダの鞍を置く場所は、雌ラクダの夜半の休息所となるが、そこへ、跡形を
消し去る風が吹いてきた。 

11- 朝になると、ラクダは、適齢期の乙女らが木の枝にロープをかけたブランコのよう
に  (不安な気持ちで揺れた)4)。 

12- あなたは(私が)しばしば大鍋で(料理をし)有力者らをもてなしたのを見ただろう。大
鍋の世話役は気前よく、親切な男である5)。  

13- 彼は友らが嫌わない限り、常に笑顔で接し、糧食を惜しみなく差し出し、およそ、
眉をひそめることはない。 

14- 私たちが肉を焼くために火を燃やすと、黒味がかった毛色の、腹をすかしたオオカ
ミが火の近くに寄ってきた6)。 

15- 私は恥ずかしくなって、焼肉を一切れオオカミに投げ与えた。同席者に不作法に振
舞うのは私のとるところではない。 

16- すると、オオカミは肉片を咥え、頭を下げながら嬉々として引き揚げて行ったが、
まるで不屈な勇者が戦利品を携えて家路をたどる姿のようであった。 

17- 山々が  (蜃気楼のなかで ) 姿を現したが、その頂は湾内で浮き沈みしているかのよ
うだ7)。  

18- 道案内をしてくれる標識を後にすると、蜃気機のなかに消えかかった灰色の次の標
石が現れた。 

19- 私はラクダに、最後の余力を振り絞って進むように仕向けた。私が求めたのはミル
クではない。乳房が枯れているのに、ミルクが求められようか8)。  

20- すなわち、私はラクダに褐色のむちを当てた。むちの端の皮ひもは擦り切れ、残余
の部分は取っ手に  (紐をつけて手首に) ぶらさげている9)。  

 

 

                                                             
3) nāqūs (複数 nawāqis)「拍子木」。シリヤのキリスト教徒が礼拝を呼びかけるときに鐘を打つのに
用いる。 

4) 解説だけでは意味がとれない難解な一行である。ラクダが不安な夜を過ごす様子をほのめかし
たもののようだ。 

5) 詩人は家族を養うだけでなく、有力者ももてなし、野獣にまで気前よさを示すと以下で語って
いる。 

6) ᵓaṭlasu l-lawni「黒っぽい色」。これはオオカミを表す。  
7) ᶜalam (複数  ᵓaᶜlām)。解説では「山」としているのでこれに従ったが、18行では「標識」となっ
ており、標識の方が適当と思われる。 

8) taᶜālaltu-hāには二義がある。ひとつは「最後の乳をしぼること」、今ひとつは、「余力を出し切ら
せること」。後者で訳した。 

9)「ラクダに当てたむち」のことをのべているが、上の句の構文が複雑で意味の理解が困難。 
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―  ( 48 ) アルムラッキシュ・アルアクバル  ― 

 رـــــب ـَكَ شَالَ ــــق  رََ لـمُـا
 
 
まえがき 

 11行よりなる短い詩で、欠落部分が多くあったと思われる。1–5行はラクダで荒野
を移動する婦人のことを述べているが、5行以下に脱落があったと推定される。6–11
行は、ラフム朝のアルムンジル三世  (505–554) に不当な扱いを受け、追放されたこ
とを気にとめていないとの伝言となっている。そのうち、8–11行が詩人自身のこと

を誇っており、この部分だけが失われず、詩集に組み込まれたのかもしれない。こ

のような中途半端な姿になっているのは、古詩の宿命でもある。ハフィーフ調、11
行。 
 
 

( 48 ) テキスト 

ـــقَ وَ  مُــر ق ِّــشَُالْ كْـب ـرَُأ يـْضًــاَـالَ ـ  الْ

ل َ  َ َ َأ وْ وْمُ َالدَّ ا هُه  بـْ فِّيََِّاــــيَ شِّ  س 

َالن ِّعَ وَ  ــــبِّر اق  ـــــــ َذ اتَ ـــ َي مِّيَِّالََْافِّ
َعَ  كََُلَ نُ ــــــــبَ َِلَ ى ــــــ َمُسْت كِّيٍََِّلازِّــ

رَْ َح  ثَْي ةِّ َمِّ هَ الََِْلف  ـــــم  ـــــــ َذ قُونَِّـ َاةِّ
وًَُْ َص  ــــظُرْن  َالَْاجَ ــــحَ ـلََِّاـ حْزُونَِّةِّ َم 

عْتِّبَ مُسََْرَ يَـْغَ  ـــــــت عَِّمُسَْلا َوَ َتـ  ـــ َيَِّـــ
ـــلشََّبَََِّىأ هْلِّوَ َِجَ  َالََِْمأَْـ َرُونَِّقَُذ اتِّ

ق ـتَْ َالَْــــص د  َلِّع وَْهُ ـــــحَِّـالََِْضمُنَ  َيَِّــ
َبََِّ زُ َجِّ َونَِّـــهَُـالََِْلظِّل ََفَِّلسَّكْتِّ

َالَْالن ِّجَ َُ ش كَّىَِلـ َب ـعْد  َحُزُونَِّـاد 
لَْالَْكَ ٍََماـــــــــحُسَ وَ   يَِّي مَِّالََِْعى وََِْحمِّ

aa ِّنَِّل  لضُّح ىَى افِّي اتَ بَََِّالظُّعْنََُم 

ب اَاعِّل َجَ  َالض ِّ َب طْن  َالًاَمَ ـشََِِّعت 
ــــعَ ر افِّ َر قْمًَـــ َالََْالَُــــُـُهَ َاات  َـــع يَْل هُ
َالََْدَْة َقَ ع ل ََأ وَْ َــمِّشَْدُر ِّب تَْد ر ج 
َلِّعَ  ات  د  َمَ ـسَ َِلَ خَ ـامِّ م  َـــاَي ـنَْمْس 

ــأ بْلِّغَ  ــــــ َالَْالََْاــــ َع ن ِّمُنْذِّر  َـىمُنق ِّب 
نَّلا َ َه  ـــــــت  َوَ ــــ َالزََُّل يـْت نََِّا َى ر ف 

مَْ َي ـؤُوَمَ َئَ رِّبَِّ َع ف   َف ـع لْت  ٍَسا
َمُسْت سْلِّيَـْغَ  َاــعَ الََْرَ اَاعْت صَ إِّذَ ٍَمر 

َالَْ لُ ـــبَ يُـعْمِّ َالَْـــــ لرَّحَْازِّل  َبَِّ ة  دَّ َـمُجِّ
َنَ  ـــــبِّف تًى ــــــ ـــــــ ــــــ َوَ ـ ف   أ ح ذ َ ٍَرأ مَْاحِّ

١- 
٢- 
٣- 
٤- 
٥- 
٦- 
٧- 
٨- 
٩- 
١٠- 
١١- 

 
 

( 48 ) 訳 

 1- 婦人らをハウダジュ  (乗り寵) に乗せたラクダは誰のものか。それは午前中の霞に
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浮かぶダウムヤシの樹か巨大な船団のようである1)。  
 2- それはアッバデイーウ  (ハイエナ ) 渓谷を左にし、石ころまじりのアンニアーフ  

(山の斜面) を右にして進んでいる2)。  
 3- 人目を驚かすような美しいヤマン製のまだら模様の垂れ幕が、数えで9歳になった
おとなしい雄ラクダ各々の背にかけられていた3)。  

 4- また、かなとこのように頑強な雌ラクダはあらゆる歩調が取れるように鍛えられて
いて、すらりとして筋骨たくましく、野牛のように俊足である4)。  

 5- ラクダの一行はサムサムの砂道をめざし、(恋に焦がれて) 悲しんでいる男の呼び声
にも意を払わず、(立ち止まってはくれない)。 

 6- その方ら両名よ、私の消息を求めているアルムンジルに  (私の言葉を ) 伝えよ。私
は彼の恩恵も助けも求めていない、と5)。  

 7- そなたはしかるべき時をわきまえずに、不当に及んだ。わが一族は長い髪を編んで
垂らしている  (ギリシャ人支配下の) シリヤに住んでおり、出来うれば、わが身が
アッズッジュの近くにあればよいのだが6)。  

 8- そなたは、ひかえめな私欲のない  (私のような) 男に  (不当な) 扱いをしたが、し
かるべき時に彼  (私) の望みはかなえられよう。 

 9- 無能な者が卑屈の影に身を寄せて沈黙するようなときでも、彼  (私) は決してくじ
けない。 

10- すなわち、彼は9歳に達した雌ラクダを駆使する。そのラクダは人を背に乗せて早が
けし、ごつごつした荒野のあと高地に  (駆け上がる労苦を) 訴える7)。  

11- ラクダは、細く引き締まった若い戦士と軽い荷物と塩のように白く輝いた剣を載せ
ているが、剣は右手の命令に良く従う8)。  

 

 

                                                             
1) dawm「ダウムヤシ」はアラビア半島の高地の渓谷に野生している巨木で、エジプトおよびスー
ダンでも良く知られている。婦人を乗せたラクダの一行を k͟halāyā safīni すなわち「海行く巨大
船団」にたとえる手法は、詩人の兄弟の孫にあたるタラファがムアッラカ3行で真似ている。 

2) アッディバーウ  (al-ḍibāᶜ)、アンニアーフ  (al-niᶜāf) はともに地名を表す固有名詞であろう。 
3) 雄ラクダは雌ラクダより従順で婦人用に用いられたが、次の4行目では雌ラクダのことが述べら
れている。 

4) d͟haqūnは「あごが長い」の意味もあるが、「俊足」の意味で訳した。 
5) 6行と7行は小ムラッキシュの作だとする説がある。  
6) lāta hannā「しかるべき時をわきまえずにある行為に及ぶこと」と解説にあるが、この一行は意
味がよく分からない。 

7) bāzil「満8歳を過ぎ9歳に達したラクダ」のことで、雄雌に共通して用いられる。 
8)「刀身の白さ」を「塩」にたとえる例は No.20, 24行を参照のこと。 

―  7  ―
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―  ( 49 ) アルムラッキシュ・アルアクバル  ― 

 رـــــب ـَكَ شَالَ ــــق  رََ الـمُـ
 
 
まえがき 

 この詩も12行という短いものであるが、多くの欠落部分が生じた結果であろう。
1–5行では恋人アスマーウがかつて住んでいた廃墟を訪ねて、思い出に涙する場面が
語られる。6–10行には雌ラクダの描写があり、ラクダを野牛にたとえている。11–12
行では野牛を取り上げている。サリーウ  (sarīᶜ) 調、12行。 
 
 

( 49 ) テキスト 

ـــقَ وَ  مُــر ق ِّــشَُالْ كْـب ـرَُأ يـْضًــاَـالَ ـ  الْ

ــــثَ َالَْ إِّلاََّ ـــــــ ــــــ نَ وَ َـىََّافِّـ ي مَْـالََْىـم بـْ  خِّ

مْعَُـ يَْـالََْع ل ىَدَّ دَّ مََْنَِّـخ  َس ج  َس حٌّ
َمَ  ـــــمُقْفِّر ةً ـــــــ َبِّـ ــــــهَ ـاَإِّنْ نَْـــ َإِّر مََْاَمِّ

َم شَ سَِّارِّـــفَ الَْكَ  َفِّــي ِّي  مَْالَْـىَوْا َكُم 
َقِّبَ ـلَ  ــهُمْ ـــــــ ـــــــ ــــــ َوَ ـــ َن ـع مََْمَْهَِّيَْلَ عَ ابٌ
هَ ـــــم لَّىَحُبّـَ ُُس  َ َإِّنْ ــــا َمَِّـ َأ م مََْنَْا

َلا َ ب اب  َهِّ َأ مَْــــــالسَََّكَّىَُ شَ ذ اتُ
ــــــــصُرُّهَ أَ  ـــــــ َُ ــــ َ لَُـا َغ ن مَْالََْب ـهْمَ َحْمِّ
ـــــو ِّغَ ــسَُوَ  َر مَْالَِّْكَ ََكَ ـــبُـَتَْذ اَحَُـــــــ
َرَ ــــــعَ  ــبَ دْو  ـــــــ ـــــــ َمَْـزُّلَ ـــالكَ ََر دَ ــمُفٍََْعاَـ

لَ ـَُ َِعأ كْرَُ كَ  ـــــخْنِّيفٌ مَْـالََْوْنَِّـــــ َحُم 
ـــثَُــــرْبَُـحََُخْت لِّطَ ـمَُ ـــــــ ــــــبَِّهَُـ ــــــ  ن مَْـــي ـَالَْــ

aa  َـَُه  َ َع فَ لْ ار  َالدَّ َر سَْــــــعْرِّفُ ــــمُهَ ـا  اـ

ــــــأ عْرِّفُـهَ  َد ارًَــ َ ا َلِّ ــــــمَ ـسَْا َفَ ــــ ــــــاء  َـــالـــــ
 ََ َ تْ َب ـَل َــأ مْس  انِّعَْءً َسُكَّ ـــــهَ ـد  ـــــ َاــــــ

َالَْإِّلاََّ  ـُر عَّىَمِّن  َ ــــهَ ـبَِّعِّيِّ ـــــــ ــــــ ـــــــــ َاـــــ
َجَ  يـب ـعْد  َبَِّدَْقَ ٍَعمِّ ــــهَ ـأ ر اهُمْ ـــــــ ــــــ َاـــــــ

ل ِّ ُُس  َ لْ هَ َىف ـه  ــــــحُبّـَ ـــــــ َبَ ــــ ـــــــا ـــــــ َازِّلٌَـــ
ــــــــع رْفَ  كََ ـــــــ ــــــمَ ـجََُِلف حَْالَْاءُ ـــــ َةٌَــيَّـَالِّـــ

َالََْمَْـلَ  نِّينًَ ـُقْر إِّ َج  ــــــق يْظ  ــــــ ـــــــ ـــــــ َوَ ـ َلا َا
َن ـو تََِْلالشَّوََْـىب لَْع ز ب تَْفِّ َح تىَّ

َحُر ِّكَ َ ـُعْدُو افَـُـمََِّإِّذ ا ـــــــــــهَ جْد  ـــــــ ــــــ َاـ
َنِّصْعَُكَ  ــــــمَ  ـيََأ نَّهُ ـــــــ َو بِّــ ـــان  ــــــ ـــــــ ــ َـــالَْـ
ـــــــبَ  ـــــــ َبِّـــــــ َنَ ات  ب  َمُعْشِّ ـتُـَبْـَغ يْب  ـــ  هَُــ

١َ- 
٢َ- 
٣َ- 
٤- 
٥- 
٦- 
٧- 
٨- 
٩- 
١٠- 
١١- 
١٢- 

 

 
( 49 ) 訳  

 1- 跡形が消えた住まいを君は知っているか。そこには土鍋をのせた鼎石と、テントを
支えた木組みのみが残っている。 

 2- だが、私はそれがかつてアスマーウが住んでいた住まいであったことを知っている。
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(これを思い出すと) 涙が私の両頬にどっと流れた1)。  
 3- 住まいで暮らしていた人たちが去った後、廃墟となり、人影は絶え、荒れ果ててし
まった2)。  

 4- そこには、ただ縁なし帽をかぶったペルシャ人がすまして歩むように、静かに草を
食べる目の大きな野牛の姿があるだけだ3)。  

 5- 私はそこでかつて、多くの人々を見たことがあるが、彼らは高価な皮製のテントを
備えていて、夕方になるとラクダの群れが彼らの元に帰ってきたものだ。 

 6- 満8歳になった  (私の) 雌ラクダが、彼女の愛を忘れさせてくれるだろうか。否、些
細なことで彼女の愛は忘れられるものではない。 

 7- この雌ラクダは種ラクダのように首が高く伸び、雄ラクダのように大きく活発で疲
れを訴えることもない。 

 8- このラクダは真夏に子を孕むこともなく、私は子羊を運ばせようとして、乳房を紐
で縛ったりはしない4)。  

 9- 否、雌ラクダはミルクが出ない他の雌ラクダらと遠くへ行って草を食べ、丸々と太
り、背のこぶは、筋模様がついた山のように盛り上がっている。 

10- 雌ラクダはむちが振られると、細く引き締まった4歳になった雄野牛が  (猟師を恐れ
て) 群れから離れて占い矢のごとく逃走するように、疾駆する。 

11- 雄野牛はヤマンの純白の衣のように真っ白いが、すねの辺りは炭のような黒い斑点
で色どられている5)。  

12- 野牛は草の豊富な窪地に身を潜めて夜を過ごすが、そこにはフルブサ草がヤナマ草
に混じって生えている6)。  

 
 

                                                             
1) アスマーウ  (ᵓAsmāᵓ) は詩人の叔父アウフ・アルブラク  (No.45, 血統図参照) の娘。 
2) ᵓiram「誰も」は古語で、辞書には  ᵓiramまたは  ᵓarim (複数  ᵓārām)「砂漠の中の標石」とある。 
3) 野牛やオリックスの真っ直ぐ伸びた角は qalansuwa「縁なし帽」にたとえられる。 
4)「優れた雌ラクダには長旅に備えて子を産ませないし、羊の子らを運ぶような仕事もさせない」の意。 
5) 野牛の体は白いが足には黒斑があり、顔のあたりは黒くその上部は赤味をおびている。  
6) 2種の草は、ラクダや羊を太らすのに効果的とされている。g͟hayb「隠れ家、窪地」は g͟hayt͟h「雨
に恵まれた草原」との伝承もある。 

―  9  ―
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―  ( 50 ) アルムラッキシュ・アルアクバル  ― 

 رـــــب ـَكَ شَالَ ــــق  رََ الـمُـ
 
 
まえがき 

 全体で17行の詩であるが1–10行が愛の序詩となっている。ここでは詩人が一員を
なすテント群に住んでいた多数の女性が一族とともに移住し、詩人と別れる場面、

彼女らの会話、移住先でラクダから降りるまでにテントが用意されるなどが述べら

れている。そのあと自部族の気前よさ、マイシル（賭け矢）ゲームおよびラクダの

描写がなされている。  タウィール調、17行。 
 
 

( 50 ) テキスト 

 أ يْضًاَمُــر ق ِّــشٌَالْ كْـب ـرََُـالَ ــــقَ وَ 

َبِّ  ىالِّفَِّــــــــــــــخَ ـمََُهِّمَْص رْفَُالنـَّو ىَأ مَْـأ د ان 

ــــة َمَ لَ عُل َ َىاعِّفَِّـــــشَ َحُبَُّـالَْوَ َاَز وَّدْنَ ــــ
ز الِّفَِّـالََْمَّىـحََُحْضُرْنَ ـيَ َمَْـل وََ ٍَولِّش جَْ َم 
سَ  ـــــــحِّ ــــوُجُوهَِّل ي ِّنَ الََْانَُـــ وَ ــــ َالِّفَِّاتَُالسَّ

ـــــلَ  ــهَُر ب ذٌَي ـعْيَ ــــ ـــــــ ــــــ ـــــــ فَِّــــاَبِّـ كَُلَُّو اصِّ َهِّ
َالنَّدِّيكَ مَ  ــــــــــمُسَ ـالََْى َِّلِّلنَّجََِِّمـان  َفَِّاعَِّــ

نَْأ عْنَ  َمِّ ــــاقِّهَ يُـع و ِّجْن  ــــــ ـــ ـــــ و اقِّفَِّـلَْاَبََِّـــ َم 
فِّيضًَ ـــــــَ  ــاَفَ ـ كََُــبََِّي ـلْغ ىل َــ َائِّفَِّلَُّىَ هِّ

زُولَُفِّكَ فَ  َالنّـُ فََِِّروَــحُجََُـىان  َالنّـَو اصِّ
ــــافُـهَ مُز يّـَن ة َأ كْنَ  ـــــ ـــــــ ََ بَََِّاــــ ــــــلزَّ ـــــــ ــــــ َارِّفَِّــ

ذَ إِّ وَ الَْ َذ اَأ شْج  ـــــــــــحَُأُظَ ـــــام َرِّيقْـ َائِّفَِّــــ
ــــــــعَ وَ  ـــ ــــــــــةًَلِّلزَّعَ جْعَ ـنََُيعَُمَِّجَ ـالََْادَ ـ َانِّفَِّـ

ـــَيَ أ نَْلا َوَ ٍَملِّل حَْ َر ادِّفَِّـــــؤُواَقِّدْرَ ــــ  ُ َدْ
ــــــــم شَ  ــــــ َلِّلَْ ـــايِّـ انَِّيطُ َالتّـَو ارِّفََِّبْد  رُ َغ يـْ

ع ىف ـو احَِّ َيُـنـْ صَ ـلَْاَبََِّــــــذِّكْرُهَ َش  َايِّفَِّــــم 
رَُ لْع دٌَغ يـْ نُوفٌَع ل نْدًىَج  ـــــشَ ََ  َارِّفَِّــ

aa َ ــــَبَ أ لا ير انِّــ َجِّ َبِّعَ وَ َـىان  ـــــل سْتُ  ائِّفَِّـ

ــأ بََْى َِّحَ ـالََْـىفِّوَ  َسَ كَ ـ ـــارٌ ــ َفُـؤ اد هَُـــ َبـ يْ 
َالَْــدِّقَ  َقُـرُونََُمَْـل ََِرخُصُوَـاقُ َاــهَ ـُـُع فَّرْ
َسَ ــــــنَ  َأ بْكارٌ ـــــو اعِّمُ ــــــرائِّـ َبَُـ ــرُ ـــــــــ نٌَـــــ َدَّ

َفِّ د ِّلْن  َمَِّالََْـىيُـه  َمُذْه بَ َِلَ كَََُنَْذ انِّ
َالَْ َظ ع ن  َتـُهُمَْـبْـَاجْتـ نَ َعَُــــــيـمَِّجَ ـالََْىَُّحَ ـإِّذ ا

قِّيَّف صَُ َش  ــــــرْن  ـــــــ ـــَيُـبَ لا ََاـ ـــــ َغَ ــ َهَُـــيَّــالِّي 
رْنَ  دِّيَن ش  ــــثًَـــح  ـــ َآنِّسًَـ ـــا ــــــ عْن هَُــــ َف ـو ض  َا

ـــمََّلَ ف ـَ ـــــــ ـــــــ َاَاـــ مََُىَُّحَ ـلَْ ـُبـ نََّ َإِّل يْهِّ ئْن  َجِّ
َعَ  َمُتَُـَُ ٍَمد وََْنَْ ـُنـ زَّلْن  ــــــهِّفُّ ـــونَُـــــــ ــــــ َهَُـ
َمَ  وْمَِّـــبِّو د ِّكِّ َق ـ رُْـُهُمََْىا َه ج  َع ل ىَأ نْ

َالر ِّفَ وكَ  ــــــان  ــــــ ــــ كََُـ ــــــمُقَ ٍَُلََّقِّدَْادُ ٍَمرَّــ
َلا ََج دِّيرُونَ  َمَُـَيَ أ نْ َمَُجْت دِّيهَِّـحْبِّسُوا
َالَْ َبََِّـعِّظ امُ ف انِّ  الضُّح ىوَ  يَّاتَِّع شَِّلَْجِّ

َي سَ  َلَ إِّذ ا َالَْـــيََُمَْـرُوا نـ هُمََْرَُـي سَْورِّثِّ  ب ـيـْ

َق ـوْمَِّدَ َُـُبْلِّغ نَ ََِّلَْهَ ف ـَ ـــسَْـــجَ َىَ ــــار   ر ةٌَـــــــ

١- 
٢- 
٣- 
٤- 
٥- 
٦- 
٧- 
٨- 
٩- 
١٠- 
١١- 
١٢- 
١٣- 
١٤- 
١٥- 
١٦- 
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ــــمَ ـجَُ ــ قَ كَ ََام شْيِّهَ َةٌَفَِّــــالِّيَّـــ ــــــــــالتّـَ دِّيسٌَعَ  اذُفَِّــ هَ س  ــل تـْ ــــــ ـــــــ ر ةٌَأ وَْــــ بـْ كَ   -١٧ بُـو يْزِّلٌََا
 
 

( 50 ) 訳  

 1- ああ、私の隣人たちは移住してしまった。私は鳥占い師ではない。ゆえに、彼らが
近くに移るのか、遠くに旅立つのか、(告げられない)1)。 

 2- 部族のなかには乙女らがいて彼  (私) の心をとりこにした。彼女らが旅のために用
意した食料を見て気を紛らわそうとしたが、恋心が私  (の胸) を焦がした2)。 

 3- 彼女らの腰は細長く、ふさふさとした髪は、悲しみに  (さらされ) 埃を被ることも
なく、熱病にかかる農村に住むこともない3)。  

 4- (彼女らは) 安楽に育まれた、部族より抜きの乙女らで肉づきがよく、顔は美しく、
首は柔らかである。 

 5- 彼女らは、耳から黄金の耳飾を垂らしており、それが揺れるさまの魅力は筆舌に尽
くし難い。 

 6- 部族の皆の者が旅立ちするときには、私は気の合う仲間が隣の友人と話し合うかの
ように、一行とは離れたところに身をおく4)。  

 7- 彼女らは、哀れな男  (詩人) の視線を彼女らに引き付けたまま、彼の乱れる心など
意に介せず、ラクダの首を宿駅へと向けてしまう5)。  

 8- 彼女らは互いに親しく話し合うが、低い声で話すため、そばを通る者にはほとんど
聞き取れない。 

 9- テントが建てられると、彼女らは彼らの方にラクダを近づけ、(乗り籠から) 下女の
腕に支えられて降りる。 

10- 彼女らは、野生の榔子の巨木のような背の高い乗り籠から下りてくるが、その内部
は風ではためいており、その側面は装飾がほどこされていた6)。  

11- 貴女の神ウッドに誓って、一体わが部族は何者であるか。(どのように暮らしている
のだろうか)。もっとも、私はウザーイフ山から吹き降ろす寒風が人々が悩ましてい
るとき、彼らのもとから去ったのだが7)。  

12- 各自が持ち寄る食べ物は、歯で刻み目がつけられたマイシル(賭け矢) ゲームによる
ものだ。各地に散らばっていた人々は、少数となっていた部族のもとに食べ物を求

                                                             
1) ᶜāᵓif「鳥占い師」は、鳥を脅して飛び去る方向や鳴き声などで吉凶を占う(ᶜiyāfa)。 
2) fuᵓāda-hu「彼の心」、 s͟hāᶜif-ī「私  (の胸) を焦がす」。両者で人称の転換が見られる。 
3)「毛髪が埃を被る」とは「悲しい目にあう」ことをさす。彼女らが砂漠に住むのは、「村落では
熱病の恐れがあるため」としている点が注目される。 

4) 詩人は自らほめた乙女らへの関心を他人に悟られないように、少し離れたところに身を置き無
関心を装う。 

5) mawāqif < 単数 mawqif「休息所、宿駅、集合場所」の意味で訳したが、「象牙の腕輪」という意
味もある。後者だと、「ラクダの首の向きを変える際、象牙の腕輪をちらりと見せる」というよ

うな訳になる。 
6) アルアンバーリーは「dawm (ダウムヤシの巨木)」を「鞍」としているが「女性用の乗り籠」ハ
ウダジであろう。 

7) ᵓuẓāᵓif「山から吹き降ろす風」は「シリヤからの冷たい北風」。wuddまたは wadd はコーランに
も登場する古代の偶像神のひとつ。 
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めて帰ってきた8)。  
13- 彼らは肉の分け前にあずかるために訪れる者をさし止めたり、(ゲームに) 遅れて来
た者に賭け矢を拒むようなまねはしない。 

14- 彼らのお椀は、夕方も朝方もパンや肉を入れるために大きく、ラクダの屠殺人は (貧
者らのために) ラクダを多く殺すが、彼ら自身は安楽を好むものではない9)。  

15- 彼らが  (冬に) マイシル（賭け矢）ゲームを開帳するときには、夏の集会で悪評が
立てられるようなけちな振る舞いはしない10)。  

16- 背が高く前脚が柔軟で、頑強で引き締まり、老いぼれていない雌ラクダは、私をわ
が部族の館へ送り届けるのか。 

17- このラクダは満7歳だが、それ以上に年老いて牙が伸びたように見えるが、実は雄ラ
クダのように力強く、疾駆する馬のように猛進する。 

 

 

                                                             
8) No.9「まえがき」にあるとおり、マイシルは10本の矢でゲームが行われる。10本の矢をバッグ
に混ぜ入れ、それぞれの矢に名がつけられ、歯で噛んで刻み目をつけておく。これによりラク

ダのどの部分が割り当てられるかが示されている。ゲームは食糧が乏しくなる冬期に行われる。

当たったラクダの肉は貧者に与えられ、勝者が取り込まない。次の13行では、ゲームに遅れて
来た者にも参加させるため、それだけ多くのラクダが犠牲になることをほのめかしている。夏

季の集結場所は15行目で maṣāᵓifと呼ばれている。 
9) つまり「詩人の部族は戦闘や復讐に熱心で、安楽をむさぼらない」と自慢している。 
10) 注8で述べたように、冬の厳しいときに開帳するマイシル（賭け矢）ゲームは、貧者らに食べ
させるのが目的で、これをおざなりにすると、夏の集結地でけちだという悪評が立てられる。 
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―  ( 51 ) アルムラッキシュ・アルアクバル  ― 

 رـــــب ـَكَ شَالَ ــــق  رََ الـمُـ
 
 
まえがき 

 序詩では恋人が会うことが出来ない遠隔地に住んでいることを悲しみ、涙を流す

場面があり  (1–4行)、彼女の名前は3行目にハウラ(K͟huwayla は K͟hawlaの縮小形) と
ある。次いで、かつては女性と飲酒に興じたことを語り  (5–6行)、詩人が勇敢な騎
士であったこと、すぐれた馬に乗っていたこと  (7–9行) に触れ、最後に自部族を誇
っている。カーミル調、11行。 

 
 

( 51 ) テキスト 

ـــقَ وَ  مُــر ق ِّــشَُالْ كْـب ـرَُأ يـْضًــاَـالَ ـ  الْ

َبََ ـمَ  َعَ حْسُور ةً ـــــــإِّغْفَ َىلَ ُ تْ اــــ  ائِّه 

ـــمَ  هَ ــ َمُصْب حِّ َب ـيْ  َإِّل َـــا اإِّمْسَ َا َائِّه 
َحَ  َنَ ال تْ َلِّقَ َجْر انَ ـقُـر ى ادُون   ائِّه 
لْبَ ََِرد اَىـفِّ هَ َك  ـــــــأ رْضِّ اـسَ اَوَ ـ ائِّه   م 

رِّي كَ  وْد  ي ِّهَ َةَ مَ ـَ  ــــــح  َوَ ــــ اائِّــــــــسَ نِّا  ه 

َالصَّب اَبَْق ـَ رِّيََُِل  بَ مَ ـك  َبِّسِّ ـــــــة  اــــــــ  ائِّه 

و ابِّقُهَ َىمْضَِّـَُ  َع لَ ـــــــــس  اَىا  غُل و ائِّه 

لِّق تَْ َع لَ ــــــم ع اقِّمُهَ ََُ  اائِّهَ مُط وَ َىا
يَ ـالََْى ـُهْدَِّ َغِّب َِّجِّ اة  َغ د  اَاد   لِّق ائِّه 

ــأ سْر عُهَ َف ـل ن حْنَُ ـــــــ َإِّل َـــــ اا ائِّه   َأ عْد 

ــــنَ ــل وََ  لُهَ ـــ َف ـو اضِّ ــــــــا َوَ ــ اـمَ ا َلِّو ائِّه   جْدُ

aa  َــــم ََتَُلَْاَقَـُــــ يَّج  َلِّبُكَ عَ ه  ن هُ ــائِّهَ يـْ ـــ  اــ

ــــــبَّــأ نََّحَ كَ فَ  ــــــ َهَِّــنِّيَْعَ َـىفٍَِّلة َفُـلْفَُـــ
ف هًَ ـــس  مَ ـــــ َب ـعْد  و يل ة  َُ َ رُهُ َُ ذ كُّ ـــــــــا  اــ

َأ هْلِّوَ  َوَ لَْبَََِّىاحْت لَّ ، ثِّيبِّ  اـأ هْلُهَ ك 
َمَ ـــيَ  وْل   َ َ ــا َحُرَّةَ ــ َرُبَّت  َيُدْرِّيكِّ  ا

َمَ َدَْقَ  ــــبِّتُّ هَ ــ َوَ الِّك  َر يَّةَ ارِّــــشَ ا  ب 

َالَْوَ  َن سْج  دَُُْـمُغِّير ة  هِّ َش  نُوبِّ بََ الَ ـــــمُحَ ـبِّ اـهَ ـج  َالذُّ َُ قِّصُ َبِّط رْفِّهَ ة   اب 
بِّيبَ  َالس َِّـــك س  َذ اتَِّـة   ل ةَ ل َــــــعََُيـ ر اءِّ

َبَِّسَ ه لََّ ـــنَ ــــأ لْتِّ ــــــ َو ائَِّاـ  ٍلف ـو ارِّس 
َأ كْث ـَنَ ل وََ  َالََْارُهَ حْنُ َعُدَّ  ىح صَ ـإِّذ ا

١َ- 
٢َ-َ
٣َ- 
٤- 
٥- 
٦- 
٧- 
٨- 
٩- 
١٠- 
١١- 

 
 

( 51 ) 訳  

 1- 私の言葉が彼の目を泣かせ、疲れさせ、浅い眠りのまま夜を過ごさせた1)。  
 2- あたかも彼の目の中に、夜明けから夕方まで胡椒の実が入っているかのようであっ

                                                             
1)「彼の目」の「彼」とは詩人のこと。 
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た2)。  
 3- 彼がフワイラ  (ハウラ) に思いをとどめることは、ナジュラーンの村々が  (二人を
へだて) 彼女に会うのを妨げてしまった今となっては、愚かなことである3)。  

 4- 私の一族はアルカシーブに住んでおり、彼女の一族はカルブ族の近くに住んでおり、
そこが彼女の天地である4)。  

 5- おお、ハウラよ。自由人で美しく優雅で、部族の中で高貴な血筋の女性を母とする
乙女がどれほどいるか、そなたには知るすべがなかろう。 

 6- 私は (このような) 乙女を得て、夜明けまで酒を飲みながら過ごしたが、それは高価な
酒であった。 

 7- 私は、南風が吹きすさぶような速さで攻め寄せる、多くの襲撃隊に加わった。その
前衛をなす騎馬隊は、意気揚々と進撃したものだ5)。  

 8- 背筋が丈夫な馬に乗るが、馬は目にたかるハエを目蓋を開じて殺してしまう。馬の
四肢は強く、よく伸びるつくりとなっている。 

 9- 雌馬はアルヤマンのシヤラーと呼ばれる布地のように柔軟で、余力を十分蓄えてお
り、戦闘の後の朝、(まだ疲れている) 他の純血種の馬を先導する6)。  

10- なぜ、貴女は我らワーイル族の騎士のことを尋ねないのか。まことに、我らは敵に
最も早く攻め寄せる勇士であるのだが。 

11- (人数を計る) 小石が数えられれば、我らが多数であることは明らかだ。我らは優れ
た騎士を擁し、戦旗の栄光に浴している7)。  

 
 

                                                             
2)「ずっと涙にくれ、泣き続けていた」の意。 
3)「ナジュラーン」はアルヤマンの肥沃で比較的広大な地域をなす。 
4)「アルカシーブ  (al-Kat͟hīb)」はアルバハラインのムハーリブ族の村落。「カルブ  (Kalb)」とある
が、この部族はアラビア半島の北端が本拠地で、おそらくナジュラーンに住んでいたバヌー・

アルハーリス・ブヌ・カアブ  (Banū al-Hārit͟h b. Kaᶜb) の Kaᶜb を Kalb と誤記したものであろう。 
5) nasja l-janūbi「南風が散り散りに雲をふきよせ、織物のようにするさま」。イムル・アルカイス
のムアッラカ2行には「北風と南風が織りなす」という表現がある。 

6) アルアンバーリーは「雌ラクダ」のこととしているが、明らかに「雌馬」のこと。siyarāᵓ は「絹
が混ざったアルヤマン製の織物」で、雌馬の「柔軟き、軽快さ、または肌の柔らかさ」をたと

えたもの。 
7) 各自が小石を持っていて、名前が呼ばれるとそれを置き、最後に教えて全体の数を確認してい
たことを物語る。 
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―  ( 52 ) アルムラッキシュ・アルアクバル  ― 

 رـــــب ـَكَ شَالَ ــــق  رََ الـمُـ
 
 
まえがき 

 バクル・ブヌ・ワーイル (Bakr b. Wāᵓil) 系のバヌー・アーミル・ブヌ・ズフル・
ブヌ・サアラバ  (Banū ᶜĀmir b. D͟huhl b. T͟haᶜlaba) に属するバヌー・アルワフム一門
は、ジュムラーン  (Jumrān) でのタグリブ族との戦いで敵将ウサーマ・ブヌ・タイ
ム (ᵓUsāma b. Taym) を殺し多数の捕虜と多量の戦利品を得た。この一門の指揮者
はアルムジャーリド・ブヌ・アッライヤーン  (al-Mujālidi b. al-Rayyān) で、詩人も

これに参加していた。詩人はこの断片詩のなかでこの戦闘のことを思いだし語るこ

とによって、バヌー・アルワフム一門を賞賛しているようだ。この戦闘は、6世紀前
半、タグリブ族がバスースの戦いで決定的な敗北を喫したキダ  (Qiḍa) での戦いの
直後行われたものと思われる。ジュムラーン  (Jumrān) は上カシーム  (Qaṣīm) の地
名で本詩8行目の解説ではアッリバーブの土地の水場とある。ムタカーリブ調、8行。 
 
 

( 52 ) テキスト 

ـــقَ وَ   الْ كْـب ـرَُأ يـْضًــاَمُــر ق ِّــشٌََالَ ــ

َأ حَ ف جَ  َعَ ــــادِّيثُـهَ لَّتْ َب ص رَْا  نْ

يَّْـِبَ َالسَّح رََِْمجُوَـك ض وْءَِّنٍَََُشج 
َىَََُِلَ وكَُ يْت  ــــكُم  ــــأ غَ ٍَلو اـــــ  ر َْـــــــ

َالَْـــــب ـيَ  َالَْف ـوََِْسق و انِّاض   غُر رَْق 

رَْفَ  َالصَّد  يِّ َحِّ َق ـبْل  رْن ـهُمْ  أ صْد 

رِّي َأ وَْــل ٍََمـك  ر ََْد ىَم زْح ف   م ك 

تَ الََِْرك قِّشَْ َالَْــــق  َغِّبَّ ط رَْـاد ةِّ  م 

َر جَُوَ  نْ َقَ ـــــو جْهٍََُلمِّ ـــعُفََِّدَْهُ  رَْــ

aa ِّــــلِّسَ َـىأ  ـُتْن  ٍرامَِّـــعَ َـىنِّبَ َانَُــ

ََْالََْـىب نَِّنََّبَِّ  ارُواَم عًََِمو  َاس 
ةَ َِلن سُوََِلَ بِّكَُ  السُّر ىَن ـهْد 

عَ ف مَ  َش  َر أ وْاَىَُّحَ ـالََْرَ ا  ح تىَّ

ــفَ  ـــــــ لْنـ هُمَْـــــ بـ  َأ دْب ـرْن ـهُمَْـثََُأ قْـ  مَّ

يَ  ــــــف ـ لََْاَرُبََّـــ ن هَُـَُ ٍَوشِّ طْر فْـ  خ 

َشَ  ر   َ هََُى ـُرَ ٍَصاــــــوآ لْد   جِّ

نَْـائِّنَْبِّوكَ  َمِّ  مُزْع فَ َجُمْر ان 

١َ- 
٢َ-َ
٣َ- 
٤- 
٥- 
٦- 
٧- 
٨- 

 
 

( 52 ) 訳  

 1- バヌー・アーミルからの知らせが私に伝えられた。この知らせは、私の目に見えな
かったものを明らかにした  (私の目の曇りを一掃した)。 

 2- すなわち、(バヌー・アーミル族の) アルワフム一家は暁の星のように輝く大軍勢を
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伴って進攻した。 
 3- すべての者は、夜間でも駿足で駆ける大型の雌馬や、背の高い鼻筋に白い星がある

栗毛の牡馬に乗っていた。 
 4- 敵部族は馬の鼻の星の上で輝いているヘルメットの先端を見て、初めて襲撃に気づ

いた1)。  
 5- 騎馬隊は敵を正面から攻め、次いで背後から攻め、逃げる者は連れ戻し  (て殺し) た2)。 
 6- なんと多くの切断された貴人らの四肢が、前進したり、反撃したりする戦場に放置
されていたことか3)。  

 7- その他、なんと多くの目が据わった死体が残されていたことか。その皮膚は、まる
でカターダの樹皮が雨のあと膨張しているようであった4)。  

 8- ジュムラーンには、なんと多くの不意に殺された男たちの亡骸が、埃で顔が覆われ
たまま捨て置かれていたことか。 

 

 

                                                             
1)「先のとがったヘルメット」はビザンツ形のものとされる。 
2) この行の3個の動詞の主語は al-k͟hayl「軍馬」。目的語の  -humは「敵」としてとらえた。ᵓaṣdara
という動詞は本来、「水を飲ませた動物を連れ戻す」のように「動物」を目的語とするが、ここ

では「逃げようとする敵を連れ戻して殺した」と解した。 
3) tak͟haṭraf-na は「奪う、踏み越える」などと説明されているが、よく分からない。おそらく「戦
場で放置され踏みつけにした」の意であろう。 

4) カターダ は「トラガカント  (tragacanth) ゴムの樹」。棘が多く実がなり、ラクダの飼料となる。
その樹皮は雨水で膨れる。 s͟haṣin は「膨れたもの、目が据わった、四肢をあげた」など意味が
多様で、そのどれか決めがたいが、一応「目が据わった」と解した。 
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―  ( 53 ) アルムラッキシュ・アルアクバル  ― 

 رـــــب ـَكَ شَالَ ــــق  رََ الـمُـ
 
 
まえがき 

 これはわずか3行の断片詩である。ジャーヒリーヤ時代の多くの詩人は老いてか
ら、過ぎ去った青春に思いをはせ、青春が今一度よみがえればと、かなわぬ夢を追

って嘆いている。この短い詩が本詩集に加えられているのは、このような精神的危

機が端的に表現されているためではないだろうか。タウィール調、3行。 
 
 

( 53 ) テキスト 

ـــقَ وَ   أ يـْضًــاَالْ كْـب ـرََُمُــر ق ِّــشٌََالَ ــ

يبَِّـل َالَْاَق ـبَْــــــــــــَع هْدِّهَ إِّل َ ضَ َم شِّ  ابُـه اــــــــَِّ
َمُطَِّ ـــإِّذ ا َلَ ــــ ــي سْتَ  مَْـر تْ ــــــ اـ َصُؤ ابُـه  َكِّنَّ

ــــــــهَ نَـْيُـرْم َعَ َمَْـل ََلِّمَّتىََِّهَِّــــــبِّ ــــــ ـــــــ اَاــ  غُر ابُـه 

aa  ََلَِّلَْه ع نْ تُـهَ َـىتِّــلِّمَََّـىي ـرْجِّ ض بـْ  َ َ  اــــإِّنْ
طَِّ  َ َ َف ـوْق  َالشَّيْبِّ َةَ ــــطَ ـــيـر أ تَْأقُْحُو ان 

ُـُر ىَإِّنَْفَ  َف ـق دَْ يْبَُالشَّباب   يُظْعِّنَِّالشَّ

١َ- 
٢َ-َ
٣َ- 

 
 

( 53 ) 訳  

 1- 私がこの髪房を染めたなら、白髪になる前の若い時代に帰してくれるだろうか1)。  
 2- 彼女は頭皮のうえに白髪のカミツレを見た。そこに雨が降ればシラミの卵は身を隠
すすべを失う2)。  

 3- もし、白髪が青春を旅立たせるのであれば  (やむをえない) ことだが、私の髪房から
カラスが追放されなかった  (頃には、白髪の代わりに) 若々しい黒髪が見られただ
ろうに3)。  

 
 

                                                             
1) アラブ遊牧民は髪を長い房に編み、2房を前に、残りの2房またはそれ以上を後ろに垂らすのが
慣わしであった。 

2)「カミツレ」の花は白く、「自髪」になぞらえている。k͟haṭīṭa は「雨が降らない土地」で、従っ
て、植物も生えない。これをはげ頭になぞらえ、「はげ頭にはシラミの卵が隠れる場所がない」

といっている。 
3) bi-hi の接尾代名詞は、al-s͟hayb「白髪」を受けたもので、「自髪の代わりに」の意。また、「カラ
ス」は「黒髪」のたとえである。  
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―  ( 54 ) アルムラッキシュ・アルアクバル  ― 

 رـــــب ـَكَ الَ َشــــق  رََ الـمُـ
 
 
まえがき 

 この詩は、タグリブ族のムハルヒルにより、アッタグラマイン  (al-Tag͟hlamayn、 本
詩7行ではタグラム Tag͟hlam) という所で殺された詩人の従兄弟サアラバ・ブヌ・ア
ウフ・ブヌ・マーリク  (T͟haᶜlaba b. ᶜAwf b. Mālik) を悼んだ哀悼詩とされている。た
しかに7–17行はこれにあたる。1–6行は恋人アスマーウの、かつての住まい跡に立っ

て思い出に泣くが、このような序詩のあと死者を哀悼する例はほとんど見られない。

18行から最後までは、詩人の母方の叔父にあたる血筋の王家による苛烈な攻撃、自
部族の自慢、青春の行く末などに言及しており、序詩、哀悼詩、18行以下は相互に
何の関係もない。これら3部分を合せ、一つの詩のように見せかけたものと思われる。 
 この詩はかなり古い詩とみなされている。第一に、韻律が確立された法則に従っ

ていない。一応サリーウの変調ではあるが、他に例を見ない韻律である。No.49で詩

人はサリーウの正調を用いている。本詩の16、18、21、25、29の各行ではきわめて
変則的な韻律が用いられている。第二に、本詩には古語が多くあり、解説者らの意

見もまちまちで正確な意味が分からないものもある。たとえば、34行の  ᶜamm、35
行の al-ᵓaqwarīnaなどがそれである。第三に、この詩は歴史的な事件に言及している
が、伝承が失われていて、満足な説明がなされていない。7行のタグラムでの会戦は
バクル族がタグリブ族に致命的敗北を喫させたキダの戦いより少しまえのことと推

定されるが、正確な日時は分からない。なお、キダの戦いはアルバスースの戦いが

終わったあとに起こったと推定されている。  
 以上のような事情から、この詩は6世紀前半の作とみなされる。定型詩の慣行は既
に確立されていたはずで、19–21行はその証拠となる。  サリーウ調、35行。 
 
 

( 54 ) テキスト 

ـــقَ وَ   ـب ـرَُأ يـْضًــاالْ كََْمُــر ق ِّــشٌََـالَ ـ

َر سْمٌَنَ كَ ََوَْلَ  ـــــــان  ــــــ قًَـ ـــــــاىِّ ـــــــ كََ ــ  لَّمَْا

َفَِّ ـــــــهَْـظَ َر قَّش  ــــ ـ َق ـل مََِْمـدِّيالَْ َِـــــرـ
ــــــاؤُهَ مَ َـىف ـع يْنَِّـىق ـلْبِّ َي سْجُمَْـــــــ  ا

َفِّن ـَ ــــــــيهَ وَّر  ــــــ َفَ ـــ َز هْوُهُ ـــا ـــــــ  عْت م َْٱــــ

aA  ََبََِّه َََُُِراـــــلد ِّيَ لْ مَْـأ نْ َص م  يب   جِّ

ارٌَ َوَ َالدَّ مَ ََالرُّسُومَُق ـفْرٌ ـــــك  ــــــ ــــ ـــــــ َاـــــ
ـــدِّيَ  ـــــــ ـــــــ ــــــ َالَّـأ سََْارَُــــ اء  ل تََْتىَِّم    ـُب ـ

ل َ  َ َ تْ تُـهَ َءًَأ ضْح  ــــن ـبـْ ــــــ ـــــــ َث ئِّدٌَــ  ا

١َ- 

٢َ-َ
٣َ- 
٤- 
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َم لَْهَُـأ نَّكَ  نْ َمِّ َالنَّخْلُ ـــــنَّ ـــــــــ ــــــ مَْــــــ  ه 

َوَ  َالَْنِّيُر نَ أ ىْر افُ ـــــــبـ  ـــــــ ــــــ ــــ َع ن مَْــــ  انِّ

ـــــصَ َلاََّ بِّــ رُوكَُفِّـالََْـىاحِّ تـْ   ـُغْل مََْـىم 

َوَ ـ يْفِّ ـــهَ سَّ ــــ  إِّذَْأ ظْل مََِْمق وَْالََْىادَِّـ

َإِّلاََّ ـيَ ــــَشَ خْلُدُ ـــــــ ـــــــ ــــــ ـــــــ ـــــــ َوَ ـ  أ د مَُاب ةٌ

َالََْنَْمَِّ هِّ ـــــمَُـي ـوْمِّ ـــــــ ــــــ َالَْ ـز لَّـــ  عْص مَْمُ

مَ ي ـرْف ـَ َالسَّ َدُون  ــــــعُهُ ــــــ ـــــــ ي مَْــــــ َِّ َ  اءِّ

ــــــوِّيىَ َهَُــقَ  ــــــ ـــــــ َالَْـــ نَْـلُ م َْم  َأ ش   كِّب ـيِّْ

ـــمََّ ــــــ ـــــــ ُـُنْسَِّــ َ ـــا ـــــــ ــــــ َي ـهْرَ ـــم نِّيََّهَِّــــــ  مَْةٌ

ـ َعَ َـىتَّـ ـــــــأ رْيَ َنَْز لَّ ــــــ ـــــــ  ف حُطِّمََْادِّهِّـ

َالَْوَ  َو ر اءِّ نْ َمَ ـمِّ رْءِّ ـــم  ـــــــ ــــــ  ي ـعْل مََْاـــــــ

َذَِّـلَُ َوكُلُّ ـــــــي ـيََْأ بَ َىودٌ ـــــــــ ـــــــ ــــــ  مَْـتَ ـ

َعَ ـثَُ ـــــمَّ قْدَ ـالََْىلَ ــ ـــــي ـعََْم نََِْرامِّ  ق مَْــ

فْن ة َحَ َِلآَنَْمَِّ ـــج  ــــــ ـــــــ  مُرْغِّمََْازِّمٌَـــــ

َلا َـ َو لا َـــــــَنِّكَْغُلَّفِّ ـــَُ َسٌ ـــــ  وْء مَْـــــــ

َلَ  َمَِّـل يْس  ــــــــمََّـهُمْ َيَُـ ــــــــحَ ـا  ن ـع مََْازَُـ

يَ  َمِّ تْ ـــــــل يْس  َبِّــ ــــــــحَ ـاهُ مَْـ  بِّعُمُمََْارِّهِّ

يَْ غَُـج  كَ  ر يَْلََّــشٌ َالشُّ ــــــنِّ م َْـلََِّفَِّـــــ  ه 

نَْ َمِّ لُّ رْشَ َي ـنْس  ــــــَِّ ـــــــ ــــــ  ق مَْرَْالَْ َائِّهَِّـ

ـــــخَ ـ ــــــ ـــــــ َلَ ـ َم عَ الُ ــــــهُ ــــــ  حُر مَْوَ َاظِّمٌَــــ

َالَْ سْبُ نَ ـك  َوَ ـــــخ  ةَُا  حْر مَْمَ ـالََْن ـهْك 

ــــجْدِّبَُـيََُأ وَْ ـــــــ َف ـَـــ َبِّوا ـــهُمْ ــــــ  مَْأ لَْ َهَِّـــــ

ـــــيَُبَـُ ـــــــ ـــــــ ــــــ َق ـَـــــ  م َْــَُ  ـُرََْع هُمَْمَ ٍَموَْوتِّ

لَ ََِرـتْـَس َِّـ ــــك  َالَْـــ وْد نَِّوْنِّ مَْالَْ َك   صْح 

َوَ ـ بْتُ َر وْضُهَ نّـَ ـــجُنَّ ـــــــ ــــــ م َْوَ َاـــــــ  أ ك 

ـــخُطْبَ ـ ـــــــ ـــــــ َلَ ـ َلَ َمَْـان  دْ  ع لْق مََْهَُيوُج 
نَ َـىفِّ ــــــــق ـوْمِّ َع فَ ـــــــ ــــا ـــــــ ــــــ ر مََْاف ةٌَـــ  وك 
ـــمَ َِلَ كَََُنَْمَِّ ـــــــ ـــــ م ََْهَِّيَْإِّلَ َـىاَيُدْنَ ــ  الذَّ

جَ  َش  لْ َه  َبَ الظَُّتْكَ ب لْ  اكِّر ةًَــــــعْنُ
سْكٌََالنَّشْرَُ َد نَ الَْوَ َمِّ ـــــوُجُوهُ ــــــ  اــــ

لْحَ َـىـــــبِّــق ـلََِْجيُشََْمَْـلَ  َإِّمِّ  نو ادِّثِّ
ــــق و انِّالََْابَُث ـعْل بَُض رَّ ـــــــ  ــالـّـِبََِســـ

بَْفِّدًَفَ  َلا ََىَل كَ اذْه  ك   ابْنَُعم ِّ

َحَ كَ ََوَْلَ  ـــنَ َىٌَّان  يًَــ ـــاجِّ ـــــل ن جَ َاـ ــــــ  اــــ
ــبَ َـىفِّ ََ ـــــــ َع مَ اذِّ نْ َمِّ َأ وَْـــــات   اي ة 

َدُونِّ نْ َالَْ َهَِّــــــمِّ ـــنَُب ـيْضُ َوَ ـــ  وَْف ـَوقِّ

ــــــق رََْي ـَ َشَ ــــــ يْثُ َح  ــــاهُ ـــــــ َوَ ــ نْهُ َمِّ  إِّاء 

ــــــف ـغَ  ــــــ َر يَْــالَ ـــــ َحَ حَ ـالََْبَُهُ  ــو ادِّثِّ

َع لَ  يَ ـالََِْلوَىََُىليْس  ـــــح  مَْـــــ َن د   اةِّ
َو الِّ ـــي ـهْلِّكُ ـــــــ ــــــ َوَ ـــــــ َم وَْ ـيَدٌ  خْلُفُ

ــــو الِّالَْوَ  ــــــ ـــــــ َغِّنًَدَ ــــ َي سْت فِّدْن   ـىاتُ

ـــــــمَ  نَ ــ َذ نْـبُـ ــــــــا َفَِّـــ َم لِّكٌََا َغ ز ا  أ نْ

ــمُقَ  ـــــــ ـــــــ ــــــ َب ـيَْ ـــ َوَ الََْاب لٌ ِّكِّ  ــالَْع و ا

ـــحَ  ــــــ َوَ ـــ َق ـر اضَِّار ب  عْو ى َةًَـــبَ ــاسْت ـ
صَ  َم  ـــبِّيضٌ ــــــ ــــــــ َوُجُوهُهُمَُالِّيــــ َتٌ

ــــــــفَ  َمَِّـــــ ضَّ َالصَّقَْانْـق  َي ـقْدُمُهََُِرثْل 
كََ  اك  َلِّذ  َي ـغْض بْ َي ـغْض بُوا َامَ إِّنْ

و الَُحَْنَ ف ـَ َْ َأ  ــــــــنُ ــــــ َوَ ــ َع مْر ك  َــالَْك 
ــــــل سْنَ  ـــــــ ــــــ ـــــــ كََ ـ و اا َاعِّمُهُمَْم طَ ٍَمأ قْـ

َيَُ بَُـإِّنْ ـــخْصِّ َي ـعْيَ ــ َبوَْـــــوا صْبِّـا َمَُهَِّخ 
ــــــعَ  َفِّـــــــ ل  َِّ َد و ا ر  َالطَّيـْ  ـُر ى َ َـىام 
ََ  ـيَوَ  ــــــــخْرجَُُالدُّ لَ َنَْانَُمَِّـ َــلاَِلَ 

تَّ َمَ َـىح  َالَْ ـــــــإِّذ ا هَ رَْا َز يّـَنـ  َالـضُ َا
َنَ  امَ ذ اقُوا َف ـَد  لََُوَْلَ ةً ــــأ ك  ــــــ ـــــــ َالَْــــ َــوا

نَ لَ  ـــــكِّنّـَ ـــــهَ مٌَأَ وَْاَق ـَـــــــ َبِّـــــــ ـــــنَ اب  ــــــ ــــ َاــ
ـــــأ مْو النَُ  ـــــــ َن قَِّـــ َبَِّىا ـــــــهَ ـالنّـُفُوس  َاــــ
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١٦- 
١٧- 
١٨- 
١٩- 
٢٠-َ
٢١-َ
٢٢-َ

٣٢-َ
٤٢-َ
٥٢-َ
٦٢-َ
٧٢-َ
٨٢-َ
٩٢-َ
٠٣-َ

٣١-َ
٣٢-َ
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ـــــغَ ـ َقَ ـ َإِّذْ  ن ـع مََْخ مِّيسَُـالََْالَ ــار اتِّ

َالَْوَ   ـَُوَ َىَُّع شَِّلَّ َ ــــنَ ق دْ ــــ  ع م َْالََْاد ىــ

 ََ َأ  َيُـقَ  ـُغْبِّطْ َأ نْ ـــاك  ـــــــ  ح ك مََْالَ ــ

َالتّـََلا َ َلُله ـــــــبُّــلَ َيُـبْعِّدِّ ـــــــ ــــــــ ـ ـ ـ ـ َوَ ـ َـالَْب 
َبَ الَْوَ  ـــع دْو  ـــــــ َالَْــــــ يَِّْـيْ  جْلِّس  َإِّذ اَم 
ــــــــيَ  بَ اَـىِّأَْـــــــ َالَْ لشَّ َوَ ابُ و رِّين   لا َقْـ

٣٣-َ
٣٤-َ
٣٥- 

 
 

( 54 ) 訳  

 1- 住居  (跡) が、返事をしないとは耳が聞こえないためか? 万一、廃墟がものを言え
るのであれば多くを語るであろうに。 

 2- 住まいは荒れ果て、跡形は皮の表を筆が文字で飾ったようだ1)。  
 3- これは私の心を恋病で打ちのめした、アスマーウが住んでいたテントの跡だ。私の
目から大粒の涙が流れた。 

 4- そこには人影は絶え、草木は露にぬれて生い茂り、さまざまな色合いの花を咲かせ
ている。 

 5- 否、お前を悲しませたのは、早朝出立したラクダの背にある婦人用の輿か。彼女ら
の輿はまるで、マルハムのナツメヤシの樹のようであった2)。  

 6- (彼女らのあたりには) 麝香の香りが漂い、彼女らの顔は金貨のように輝き、指先は
アナムの樹のように紅色であった3)。  

 7- タグラムの地で殺され、放置されていた私の友  (従兄弟)  ほど、私の心を嘆かせた事件
はなかった4)。 

 8- 彼はすなわち、サアラブ。剣で敵のヘルメットの頂を打ち砕き、闇の中ではわが部
族を導いた男よ5)。  

 9- されば逝き給え、君の従兄弟  (である私が) 君の身代わりになりたいものよ。シャ
ーバ山とアダム山を除いて生きながらえるものはない6)。 

10- 生あるものが運命の日から逃れ得るなら、軽快な前脚に白い筋のある野生のヤギも
それから逃げるであろう7)。  

11- 高くそびえるアマーヤの嶺のなかで、あるいはヒヤム山がヤギを天の近くまで運び
上げるであろう。 

12- ヤギの下には白ハゲタカの卵があり、上の方には両肩を持ち上げたような山頂があ
たりを見下ろしている。 

                                                             
1) テントの跡が風に吹かれて荒らされ、地面に文様を残している有様を raqqas͟ha「飾る」という
動詞で表現しており、ここから詩人の綽名が muraqqis͟h「飾り家」とつけられたと言われている。 

2)「マルハム (Malham)」はアルヤマーマまたはバハラインの地名で、ナツメヤシの樹が多かった。 
3)「アナム(ᶜAnam)」は赤い実をつける。ヒンナーウ  (ḥinnāᵓ) で染めた指先をこれに比している。  
4)「タグラム (Tag͟hlam)」は「まえがき」参照。〔校正者注 : mi-l-ḥawādit͟hi = min al-ḥawādit͟hi 〕 
5) T͟haᶜlab は T͟haᶜlabaの省略形。詩人の従兄弟サアラバ・ブヌ・アウフ・ブヌ・マーリク  (T͟haᶜlaba 

b. ᶜAwf b. Mālik)、別名アルフシャーム  (al-K͟hus͟hām) のことで、詩人の恋人アスマーウ  (ᵓAsmāᵓ) 
の兄弟。 

6)「シャーバ  (S͟hāba)」と「アダム  (ᵓAdam)」、または「アラム  (ᵓAram)、イラム (ᵓIram)」。これら
はいずれも、山または丘の名。人の命は限りがあるのに対して、これらの山はいつまでも残る、

と言ったもの。ここで「そなたの従兄弟」とは詩人のこと。詩人は従兄弟のために命をかけて

復讐すると述べている。 
7) al-muzallam < zalam「占い矢」。矢のように細くしなやかで、軽快な脚をしたヤギのこと。 
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13- ヤギはそこを思いのまま登る。運命がヤギの死を延期すれば、歳を重ねて老いる。 
14- だが、やがて運命の転変はヤギを死に追いやるであろう。すなわち、山の突出部か
ら滑り落ち粉々になってしまうだろう。 

15- 長い人生をやり過ごした(者)には、後悔するいわれはない。彼の前にはよく承知し
ている  (老弱病苦が) 待ち構えている。 

16- 父は死に、子が跡を継ぐ。父を持つ者はいつの日か孤児になる。 
17- 母たちは多くの子供を得るが、しかるべき時に生まず女になる8)。  
18- ジャフナ家の決然とした、敵を苦しめる王が攻撃してきたが、一体、我々に何の咎
があってのことか。 

19- アルアワーティクとアルグッラーフの血筋の貴人で、弱虫でもなく、 (他より劣る) 
双子でもない  (王だ)9)。 

20- 彼は戦い、自らのラクダを持たない、流浪している泥棒集団に支援を求めた10)。 
21- 彼らの顔は白く、力がみなぎり、彼らの池の水は豊かで地面にしみて消えることは
ない11)。  

22- 彼は隼のような速さで突進し、その前をアッシュライフ山の樹木が密集している渓
谷のように、あらゆるものを飲み込む軍勢が進撃した12)。 

23- 彼らが激怒すれば、それにつれて彼も激怒する。まるで、斑紋を帯びた毒蛇が皮か
ら抜け出したようである。 

24- 我らは貴殿の母方の叔父にあたる。貴殿の命に賭けて誓う。母方の叔父には忠誠を
誓いその名誉を守らねばならぬと13)。  

25- 我らは、他人を中傷し秘事を暴いて名誉を汚し、それによって日々の糧を稼いでい
るような者たちとは異なる。 

26- 彼らは豊作に恵まれてもそれを活用することが出来ず、不作に見舞われると卑劣な本

                                                             
8) 15、16、17行の3行は35行の前に配置すべきもの。warāᵓ が  ᵓamām「前、行く末」の意味で用い
られている。 

9) 18行に「ジャフナ  (Jafna) 家」とあり、19行に「アワーティク(al-ᶜAwātik)」と「アルグッラーフ  
(al-G͟hullāf)」とあるが、明らかに間違いである。ジャフナ家はガッサーンの王家であり、アワ
ーティク、グッラーフはいずれもキンダ王家ゆかりの者だからである。従って、「ジャフナ」は

「キンダ」とすべきもの。また、18行では g͟hazā「侵略する」の目的語がなく、王が誰を攻め、
詩人が誰に対して言い訳をしているのか不明である。「アワーティク  (ᶜAwātik, 単数 ᶜĀtik)」は
キンダ王家の女性3名  (ᶜĀtika bint Hilāl b. Fālij, ᶜĀtika bint Murra b. Hilāl, および ᶜĀtika bint 
al-ᵓAwqaṣ b. Murra)。グッラーフ  (G͟hullāf) とは、イムル・アルカイスの伯父2名ガルファーウ  
(G͟halfāᵓ) とサラマ  (Salama) をさす。これらから推定される王とは、ラフム朝のアルムンジル
またはアムル王であろう。両者とも詩人と同時代の人。アルハーリス・ブヌ・ヒッリザのムア

ッラカ70-75行には、キンダのカイス・ブヌ・マーディーカルブ  (Qays b. Maᶜdīkarb) がヒーラ王
のラクダを襲った一件が語られており、これに類する戦いのことと思われる。「双子は弱体」と

されていた件については、アンタラのムアッラカ58行でも指摘されている。 
10) qarāḍiba (単教 qirḍāb) とは、他人のものを略奪して生計を立てている流浪の泥棒集団。 
11) 下の句は1シラブル多い。また、この部分の意味は判然としない。  
12)「アッシュライフ  (al-S͟hurayf)」と「アッシャラフ  (al-S͟haraf)」はネジュドの山で、アッタスリ
ール  (al-tasrīr) という樹が繁茂した渓谷を挟んでいる。 

13) 王の母方の叔父とは、ヒーラのアルムンジル三世の母またはその祖先が、バクル族であること
を暗示している。この王は「マーイ・アッサマーウ  (Māᵓ al-Samāᵓ 天の水)」とか「イブン・シ
ャキーカ (Ibn S͟haqīqa 血を分けた女性の子)」などとも呼ばれている。同じバクル族の詩人アル
ハーリス・ブヌ・ヒッリザもムアッラカ84行でアムル・ブヌ・ヒンド王に母方の血縁関係あり
と訴えており、前記の暗示が正しい可能性がある。  
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性を現す。 
27- (飢饉の) 年には、鳥が人々のテントの中に入り彼らとともに餌をついばむのをあな
たは見るであろう。 

28- そして、帳の隙間から、駄馬のような褐色の煙が出てくる14)。  
29- だが、やがて大地は青草で飾られ、草原が色濃くなり、蕾が満ちるようになると、 
30- 彼らは後悔を味わった。たとえ、彼らはコロシントを食べても、そのひどい苦味に
気づかなかったであろう15)。  

31- しかし、我らは、我が部族の中で高潔さと高貴さが声高に呼びかける一門である16)。 
32- 我々は我らの財産でもって、非難を寄せるすべてのものから我らの命を守る17)。 
33- 軍勢が「あっ、ラクダがいる」と叫ぶとき、願わくは神が、剣で武装し略奪戦を挑
むのを除去し給いませんように18)。  

34- (召使たちは) 日が暮れると  (来客をもてなすために) 二つの宴席の間を駆け回り、
多くの人々が席に着く。 

35- 青春はやがて衰えるものだ。よって、人々から「(長生きして) 賢明なお人だ」と言
われているそなたの兄弟を妬むな19)。  

 
 

                                                             
14) 飢饉のときには、女たちは食べ物があることを悟られないように、テントの中で、ラクダの糞
を燃やして密かに料理をしていた様子を物語る。 

15) 解説では「彼らの胸中には敵意がありコロシントを食べても苦味を感じない」とあるが、どの
ような状況で敵意を抱くようになったのか不明である。  

16) ᵓahāba bi は「ラクダなど動物に大声で声をかける」の意味に用いられるが、ここでは「人間に
叫びかける」のに用いられている。タラファのムアッラカ15行に ṣawti l-muhībi「ラクダに呼び
かける者の声」といぅ表現がある。 

17) yudnā ᵓilay-hiの部分は、アブー・ジャゥファルの伝える yudnī ᵓilay-hā によって訳した。すなわ
ち、「命に  (非難) が寄せるすべてのもの  (非難) から、財産をつぎ込んで命を守る」。 

18) ここでいう「ラクダ」は、略奪をする側が見つけたそれをさす。 
19) al-ᵓaqwarūna は al-dawāhī「災難」と説明されている。つまり、「青春が災難に行き着く」とは「老
化や病気で衰える」の意味であろう。この1行は詩人の甥アムル・ブヌ・カミーア  (ᶜAmr b. Qamīᶜa) 
の次の詩と軌を一にしている。(Ḥamāsa 詩集より)  
           lā tag͟hbiṭ-i l-marᵓa ᵓan yuqāla la-hu   ᵓamsā fulānun li-ᶜumri-hi ḥakamā 
           ᵓin sarra-hu ṭūlu ᶜumri-hi fa-la-qad   ᵓaḍḥā ᶜala l-wajhi ṭūlu mā salimā 

             某は長生きして賢者になった、と言われる男を妬むな  
             長命が彼を喜ばせているとしても、長い人生を無事に 
             送ってきた印が貴殿の顔にも表れているのだから  
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―  ( 55 ) アルムラッキシュ・アルアスガル  ― 

ـغ ـــــالَ َشــــق  رََ ـالـمَُ  رص 
 
 
まえがき 

 本名はラビーア・ブヌ・スフヤーン・ブヌ・サアド (Rabīᶜa b. Sufyān b. Saᶜd) と
あるが、カイロ版ではアムル・ブヌ・ハルマラ・ブヌ・サアド・ブヌ・マーリク (ᶜAmr 
b. Ḥarmala b. Saᶜd b. Mālik) が妥当だとしてぃる。その論拠として、彼はアルムラッ
キシュ・アルアクバルの甥であるとともに、ムアッラカ詩人タラファの父方の伯父

であり、タラファの名は、タラファ・ブヌ・アルアブド・ブヌ・スフヤーン・ブヌ・

サアド・ブヌ・マーリク  (Ṭarafa b. al-ᶜAbd b. Sufyān b. Saᶜd b. Mālik) であるためだ、
としている。これは No.45の血統図とは異なることになる。この詩人は伯父のアル
ムラッキシュ・アルアクバルよりもすぐれていると評価されており、彼より長命で

あった、と言われている。 
 彼は前者とともにアルバスースの戦いに参加し、同様に恋物語  (No.56「まえがき」
参照) の主人公にされている。相手の女性はファーティマ  (Fāṭima)、すなわち、ア

ルヒーラのアルムンジル三世の娘で、ぺルシャ湾頭のカージマ  (Kāẓima) 近くの搭  
(宮殿) で暮らし、父王の兵らにより監視されていた。しかし、この詩だけで、恋物
語の詳細を知ることはできない。本詩集 No.56, 2行目では彼女は詩人の部族(バクル)
の娘とあり、王女とはなっていない。また、No.55および No.57では、相手の女性が
ビント・アジュラーン  (Bint ᶜAjlān) となっているが、彼女は恋物語では詩人と王子
の橋渡し役を果たした侍女となっている。この詩の1-11行はビント・アジュラーン

ヘの賛辞、12-19行は馬の描写、タウィール調、19行。 
 
 

( 55 ) テキスト 

ـــقَ وَ  مُــر ق ِّــشَُالْ صََْـالَ ـ  غ ــــرَُـالْ

اَمَِّ ــــمُقَ َنَْغ د  ــــــ ــ ــــــــ ــــــ ــ   ـُر وَّحُواوَ َأ هْلُهٍََُماــــ

ـــــجَ  ــــــآذِّرُهَ ـــــ َبِّــــ ـــــــا ــ َوَ َِوَ جَ ـالَْــ َأ صْب حَُو رْدٌ
ـــــــــسَ َىر حْلِّوَ  مََّـأ لَ  ـــــ ـــــ ـــــــ ز حْزَِّـــ َمُتـ   َُُاقِّطٌ

َر حْلَِّإِّذ ا ـــــبِّــالَْوَ َىهُو  ـــــ ـــ ـــــــ  ـُو ضَّحَُل َــــ َ  دُ

َأ شْجَ ـيُوََ  ـــــــانًَحْدِّثُ ــ ـ ــ ـــ َبِّـ َُُـَُ َكَ بِّق لَْا  جْر 

َأ نَّلَ ف ـَ ـــــــهَ ـوْ ــــــ ـ ـ ـ ــ ُُصْبِّحَُــ َ َاللَّيْل  ُُدْلِّجُ َ َإِّذْ  ا

aa َْنَْر س حَُــــــمَ ٍَرد اَِمأ مِّ َي سْف   اءَُع يـْن يك 
بَ ــهَ ـبَِّىُـُز ج َِّ َالظ ِّ نْسُ َُ َ الَ ـــا خ  َسِّ َاهَ ـاءِّ

َع جْل َ َبِّنْتِّ نْ َالَْأ مِّ يَ ـن  َُُالََْالَُخ   مُط رَّ

ـــمََّلَ ف ـَ ب ـهْتَُـــ يَ ـلَْبَََِّاَانْـت ـ  ـىنِّر اعَ وَ َِلاــــــــخ 

َز وْرٌَل وََ  ــــــنَ َيُـي ـق ِّظََُكِّنَّهُ ـــــــ ـــــــائِّمًَــــــ ـــــــ ــــــ  اــــــ
َي ـعْتَ ِّينَ  َم بِّيت  ــــــــبِّكُل ِّ ـــــــ ـــــــ ــــــ َوَ ـــــ  ٍلم نْزِّا

١- 
٢- 
٣- 
٤- 
٥- 
٦- 
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َُ ـــهَ ـبَِّىجْدَِّو وََ  َ َإِّذْ َُُـا َأ بْـر  مْع  َالدَّ  حْدُرُ

ـــــــنَّـَالَىلَ عَ َىُـُع لَّ َى وْرًَـــ َوَ اجُودِّ َُُا  ُـُقْد 

َعَ يُطَ  ـــــهَ يَـْلَ انُ ـــــــ ــــــ ـــــ ـــــــ ــــــ َوَ ــ َق ـرْم دٌ َُُا  ُـُر وَّ
يل َـلِّ َيُدْنِّجِّ ـــــيهَ ن  َمَِّـــــــ  مُرْبِّحََُالسُّوقََِّنَ ا

َفُوَمَِّ َب لْ َاللَّيْلِّ ـــــــهَ ن  ـــــــ َوَ َاــ  أ نْص حَُأ ل ذُّ

ــــنَ يَـْوَ ىَ  ينًَـــــ َحِّ ــاهُ ـــــــ ََُُوَ ف ـهََْاـــ َمُل وَّ زْبٌ  شِّ

ل وْنَِّ كَ  يْتٌ َأ رْجَ َكُم  رْفِّ َُُـــــالص ِّ ر  َأ قْـ  لُ

زَُوَ  ــأ مََْىَُّأ ََرًّاــــــسََِّأ غْمِّ ــــــ ــــــأ رْبَ َىََّرَ ـــ  حَُــــ

َغَ ـي وََ  َمن ـــــخْرجُُ َوَ الََِْمَ ــــــ يقِّ َُُـيَ م ضِّ  جْر 

َالَْ ر انُ َأ قْـ ــــــــمُغُِّق طَّع  ـــــــ ــــــ ـــــــ َيَ ـــ  حَُجْمَ ـير ةِّ

َأوُلا َيُطَ  ــــــهَ اعِّنُ ـــــــ َفِّئَ ـ ـــــــا ـ ـ ـ ـ ـ ـ ـ ـ ـ ـ ـ ـ َمُص بَّحَُـ  امٌ

ــــأ شَ  ـــــــ ــــــ ـــــــ َإِّذَ ــــ ي حَُمُّ َأ فْـ َالشَّدَّ رُْ هُ َذ كَّ  ا

َمَِّوَ  رَّد هُ َغَ حَْـَُ َنَْج  ــــيَْـــتُ ـــــــ َوَ ــــ  أ بْط حَُلٌ

َوَ ف ـَ  ـََُدَْقَ و لَّتْ َ َمَ ارِّـــبَ ب ـثَّتْ   ـُر ىَاــــيح 

َص هَْمَ وَ  َرِّيـالَْكَ ََاءَُبَ اَق ـهْو ةٌ بَ َـىث ـو تَْفِّ اهَ حَُـمِّسْكِّ َعِّشْرِّينَ سِّ ن ِّ َالدَّ جَّةًََاءِّ  حِّ

بَ  َمَِّرِّجَ َاــــاهَ س  بَ َنَْالٌ  ـُ َ ــي ـهُود   اع دُواـــــــ
َفِّ نْ َمِّ َجَِّيهَ بِّ ىْي ب  َإِّذ ا َىَ ا ـــارِّقًَئْتُ  اـــ

وْنَ  ـــغ د  ـــاَبِّصَ ــ كََ ـ َمَُالَْاف  يبِّ لَّـع سِّ  ٍلج 

َلَ  َن بِّيلٌ يلٌ َفِّيَْأ سِّ َم عَ س  ــــيهِّ ـــــــــ ــ ــــــ ـــــــ  اب ةٌَــ

ثْلَِّىلَ عَ  ِّمِّ َآ ــــــخَ ـمََُىََّالنَّدََِّـىهِّ ـــــــ  ايِّلًَـــــ

َم طْرُودًَوَ  َوَ ي سْبِّقُ ـــىَ َي ـلْح قَُا ـــــــ  اارِّدًَـــــــ

كَّاتَِّ َبِّشِّ َمَ الََْ ـُر اهُ َب ـعْد  جِّ ج ِّ ـــــــمُد   اـــــــ

َبِّ دْتُ هِّ ــــــــغَ َـىفَِّهَِّش  ــــــ َمُسْب طَِّـــــ  ة رََّار ة 

تـ ف ج تَْمَ كَ  َانْـ َالظ ِّبَ مََِّا ـــــن  اي ةٌَـ َج د   اءِّ

سَْـالََْمُومَ ـجََُجُمَُّـيَ  يقُهَُجَ َىَِّحِّ َم ضِّ  اش 
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( 55 ) 訳  

 1- お前の両目から涙が流れるのは、今や人影が絶えた廃墟の故か。かつてここに住ん
でいた一家は  (ある日) 早朝に出立して、旅立ってしまった。 

 2- 廃墟となった土地では、短平な鼻のカモシカが子らをゆっくりと伴い草を食べさせて
いた。また、窪地にいるその仔らはバラ色か、一層赤味を帯びているように見えた。 

 3- 遠くから投げ出され  (私のもとを) 夜の宿としたのはビント・アジュラーンの幻か。
私の鞍は、休んだとき少し離れたところに置かれていた。 

 4- 私はその幻に気づいて目覚め恐れたが、見よ、それは私の鞍にすぎず、大地は空漠
と広がっていた。 

 5- だが、幻は眠っている男を目覚めさす訪問者であり、お前の心を悲しませ、傷つける。 
 6- 彼女の幻は我らのすべての野営地を夜間におとずれ  (て眠りを妨げ)る。願わくは、
彼女の幻が夜訪れ、朝まで  (我らと) ともにいてくれればよいのだが。 

 7- だが、彼女の幻はご覧のとおりの苦悩を振りまいたまま、立ち去ってしまった。幻
が涙をほとばらせたとき、私の熱い思いは頂点に達した。 

 8- 赤いブドゥ酒の香りは、麝香のそれとは異なる。それは  (栓が抜かれると ) まず濾
過器に入れ、つぎに、椀で汲み取られる1)。  

 9- ブドウ酒は土器のなかで20年間仕込まれるが、土器の栓には泥が塗られ、風にさら

                                                             
1) qahwa が「ブドウ酒」の意味で使われている。「ブドウ酒に沈溺すると食が進まない  (tuqhī ᶜan-i 

ṭ-ṭaᶜām) から、qahwa と言われるようになった」と、アルアスマイーは説明している。  
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されていた2)。  
10- 遠く離れたジーラーンのユダヤ教徒の男たちがそのブドウ酒を買い、これで稼ごう
とする者が市場に運んできた3)。  

11- 私が夜訪れる時には、彼女の口は  (このブドウ酒よりも ) 美味である。否、彼女の
口のほうが一層甘味で清らかである4)。  

12- 早朝、我らは肌が清らかで、ナツメヤシの枝のように引き締まった馬に衣を着せて
狩に出かけた。それは贅肉を落とし、鍛えあげた細身の馬であった5)。  

13- 馬の顔は  (毛が短く) 滑らかで気品があり、非難すべき欠点はない。スィルフ  (で
染めた赤味を帯びたような) 栗毛で、3本の脚には白い環があり、額には銀貨のよう
な星がついている6)。  

14- 私は意気揚々とこのような馬に乗って長老らの議論の席に加わり、進退いずれが有
利か、ひそかに目配せしたものだ。 

15- この馬は、追われると全速力で相手を振り切って逃げきり、追うとなればたやすく
追いつく。困難な境遇から抜け出すすべを知り、獲物をよく捉える。 

16- ご覧のとおり、馬は完全武装した騎士を乗せて略奪戦に加わり、味方の馬が疲れき
っているときでも、抑えがたい余力を残し、(活発に動く)。 

17- 私は長く伸びた襲撃隊のなかで、この馬に乗っていた。朝方、襲撃を受けた相手集
団が襲撃隊の先頭の兵らと槍で突き合いを始めた。 

18- すると、この馬はまるで (隠れ処から) 怒り狂って飛び出したカモシカのように、突
進した。馬は背が高く、急行するよう指示すると、これに答えて大またで飛び出した。 

19- 馬は、大量の地下水と小石の上にかぶさった砂利の隙間から水が噴き出すような勢
いで走る7)。  

 

 

                                                             
2) ブドウ酒を仕込んだ土器は、熟成を早めるため酒屋の屋上で天日に晒されるようにしていた。  
3) テキストでは「ジーラーン (Jīlān)」となっている。これはイランのカスピ海近辺の地名で、こ
こからアラビア半島にブドウ酒を運ぶには遠すぎるように思われる。ヨルダンのジャウラーン 
(Jawlān) 高原の東側からではないか。このあたりではユダヤ教徒が酒を商っていた。イラクで
はペルシャ人やアルメニア人がこれを扱っていた。  

4)〔校正者注 : あるいは、「彼女の口より美味なもの（ブドウ酒）を携え、私が夜に訪れる時もあ
ったが、否、彼女の口のほうが一層甘味で清らかである。」との理解も可能と思われる。〕 

5) ᵓAbū Faqᶜasという人物は、「優れた馬とは3箇所が幅広く、3箇所が長く、3箇所が短く、3箇所が
鋭く、3箇所が清らかで、3箇所が大きく開いている。すなわち、額、胸の上部、尻が幅広く、
胴、首、上腕が長く、背、尾骨、後ろ足のすね (sāq) が短く、心臓、耳、肩が鋭く、肌、目、
いななきが清らかであり、鼻腔、わき腹、顎が大きく広い」という基準をあげている。 

6) ṣirf「赤色染料」No.3, 5行、No.6, 8行で既に登場している。また、No.3, 4行にもあったが、脚の3
本に白い環があるのは駿馬の印で、ᵓaqraḥ は馬の額にある小型の星、大型の星は g  ͟ hurraと言わ
れた。 

7) 馬の駿足を奔流に比する例は No.22, 9行にある。地下水の上に堆積した砂利 ḥisyは普段は水を
抑えているが、地下の岩盤との間に溜まっている水も大雨などが降ると突然、泉となって噴き

出す。「噴出口」を maḍīqとしており、噴き出す水の勢いが強いことを表している。なお、ḥisy
の複数形 al-ᵓAḥsāᵓ と al-Ḥasā はクウエートからカタールを経てオマーンにまたがるベルシャ湾
岸の奥地を表す地名でもある。 
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―  ( 56 ) アルムラッキシュ・アルアスガル  ― 

ـغ ـــــشَالَ ــــق  رََ الـمُـ  رص 
 
 
まえがき 

 Lyall校訂テキスト pp.498-499、および『歌の書』5, pp.193-194には、この詩を詠
んだ背景に概略次のような恋物語があったとしている。 
 ラフム朝のアルムンジル三世の姫ファーティマはぺルシャ湾頭のカージマの塔  
(宮殿) に住んでおり、ヒンド・ビント・アジュラーン  (Hind bint ᶜAjlān) という奴

隷娘が仕えていた。宮殿は父王の命令で見張りの兵らが、着衣のすそをひきずって

歩き、誰かがここに入ろうとしても、地面の足跡ですぐ分かるようにしていた。た

だ、侍女のヒンド・ビント・アジュラーンだけは、出入りが許されていた。侍女は

毎夕、近くの水場に出かけ、気に入った男を連れ帰り、自分のところに泊めていた。 
 ところで、詩人にはアムル・ブヌ・ジャナーブ・ブヌ・アウフ  (ᶜAmr b. Janāb b. ᶜAwf) 
という友人がいた。 (一説では、大ムラッキシュの兄弟で詩人の伯父にあたるアム

ル・ブヌ・ハルマラ・ブヌ・サアド  ᶜAmr b. Ḥarmala b. Saᶜd b. Mālikのこととある)。
このアムルと詩人は瓜二つの美男であったが、アムルの体毛のほうが濃いかった。

ある日のこと、アムルが詩人に、侍女が毎夕、水場のところから気に入った男を連

れ帰り泊めている、と教えた。詩人は、ラクダを放置して、水場に出かけた。姫が

宮殿から見下ろして人々を眺めていると、侍女が詩人を連れ帰った。 
 翌朝、侍女が姫の前に伺候すると、姫は、「そなたの股間にあるのは何か。」と尋

ねた。侍女が、「わら屑みたいなしみです。ある男が昨夜私のところに泊まりました。」

と答えた。(「赤くはれていた」との言い伝えもあり、これが「わら屑のようなしみ」
より妥当と思われる。) 姫は侍女の股間についているしみの正体に気づき、問いた
だすと、侍女は、「知らない美男の仕業です。」と答えた。姫は、「明日になったら、

香炉を持ってその男のところに行き、その上に座るよう言いつけなさい。また、歯

ブラシを与えなさい。もし、彼がそれで歯を磨くか、つき返すようであれば、つま

らない男です。香炉のうえに座るか、つき返すようであれば、やはり、つまらない

男です。」と言いつけた。 
 侍女は翌日になると、香炉と歯ブラシを持って出かけ、詩人に、「この上に座って

ください。」というと、詩人はこれを拒んで、「こちらに寄せてくれ。」といい、顎鬚

と豊かな頭髪に香を炊き込めた。歯ブラシについては、先端を切って歯を磨いた。

侍女は引き返して、姫に男のなしようを報告した。これを聞いた姫はすっかり感心

して、「その男を連れてきなさい。」と言いつけた。侍女は足跡が残らないように詩

人を背負って宮殿に運び、姫に会わせた。姫は一目で詩人に惚れ込み、しばらくの

間、侍女の手引きで逢瀬を楽しんだ。  
 一方、父王は姫の宮殿に他人が入り込まないようにと番兵を送り、加えて、カー
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イフ  (qāᵓif, 足跡を見てその正体を推測する者) も派遣して検分させた。その結果、
足跡は、重荷を持った侍女のものしか見つからず、二人のことは露見しなかった。

ところが、詩人と瓜二つの友人アムルが、詩人が姫のところに通っているのに気づ

き、「互いに隠し事をしない、と誓った仲ではないか、このままではお前と話もした

くない。もとの関係によりを戻すためには、お前の替え玉になって私を姫に会わせ

よ。」とせまった。詩人はついに押し切られ、宮殿に侍女の工夫で露見せず入ってい

たことを、こまごまと教え、彼を待女にゆだねた。侍女は首尾よくアムルを姫の部

屋に運び入れた。だが、姫は事に及んで、アムルの股間の毛が詩人のそれより濃い

のに気づき、アムルを押しやり、侍女を呼んで、宮殿から放逐した。詩人は替え玉

工作に失敗し、姫との信頼関係を損ねたことを恥じて、親指を噛み切って悔いたと

のことである。 

 この詩の数行には、この恋物語と関係がありそうな記述が散見されるが、明白に

一貫した筋を把握するのは困難である。むしろ、複数の詩の断片を集めたものと見

なすべきもののように思われる。タウィール調、24行。 
 
 

( 56 ) テキスト 

ـــقَ وَ  مُــر ق ِّــشَُالْ صََْـالَ ـ  اــضًَــأ يََْغ ــــرَُـالْ

َمَ َأ ب دًَلا َوَ  ـــا ــ ـ ـ ــ ـ ــ ـ ــ ـ ــ ـ ـ ـــ ــ ـ ـ ــ َو صْلُكََِّاـ اَد ام   د ائِّم 

َبِّوَ  ــنَ ـــهُنَّ ـ ــ ـ ـ ــ ـ ــ ـ ــ ـ ـ ــ ـ ــ ـ َُوصٌَــ َ لْنَ ـيََُا ان ـعَ َخ   ائِّم 
ــــن ـَـثَّـَالَع ذْبَِّوَ  ـ ـ ــ ـــايَ ـ ــ ـ ــ َلَ ـ اَمَْـا ر اكِّم  َمُت ـ  ي كُنْ
َر بَ الشَّمََْنَ مَِّ َر وَّاهُ ــــــسِّ ـ ـ ــ ـ ـــابًَــ ــ ـ ــ ـ و اجَِّـ اـاَس   م 

يلًَ اَأ سِّ دًّ  َ ـــةَِّنَ ــلَ ــو ذِّيالَْكَ ََو ـ ــ ـ ــ ـ ــ ـ ـ ــ ـ ـ ــ ـ ــ ـ ــ ـ ــ ـ ـ ــ  ااعِّمَ ـ

ط رَ   َ ـــــضَُقَ رَْالَْ َهَِّــــتَْبِّارَ تَْدَ إِّذ اَ ـ ــ ـ اـ  ائِّم 
ر اعًَ َسِّ ر جْن  ـــَ  ـ ــ ـ ــ َالَْاَوَ ـ ت ـع دْن  فَ ـاقْـ ــــم  ــ ـ ــ اـ  ائِّم 

ــ ـُعَ  ــ ـ ـ ــ ـ ــ ـ هَ ـالَ ـ ــــىَالنّـَ َوَ ـ اَاجْت ـز ع نَْارُ  الصَّر ائِّم 

زْعًَوَ  َظ فَ ج  ــــا ـ ــ ـ ــ ـ ـــارِّيًّـ ـ ــ ـ ــ ـ ــ ـ ـ ــ ـ ــ ـ ــ ـ ـ ــ ـ ــ ـ اوَ َاــ  ـُو ائِّم  َ  دُرًّا

َقَ وَ  ـــــو رَّكْن  َالَْوًّاَوَ ـ ز عْن  خَ ـاجْت ـ ــــم  ــ ـ ـ ــ ـ ــ ـ ــ ـ ـ ــ ـ ـ اــ  ارِّم 

كََ مُنْس دِّلا َوَ  ثَ ـالَْت  ــــم  ـ ـ ــ ـ ــ ـ ــ ـ ــ ـ ـ ــ ـ ــ ـ اـف ـو احََِّـىانِّــ  م 
ـــــمِّيصًَـََ  ـ ـ ــــة َىَ فُط يْمَ َـىيِّحَْتَ أ سَْاَوَ ـ ـ ــ ـ ـ اـ  اعِّم 

 ـُلْقَ افَ خَ ـمَ  ًَََىَْة َأ نَْ ـــأ  ـ ــ ـ ـ ــ ـ ــ ـ ــ ـ ـ ــ ـ  ارِّم اصَ َـىَ اَلِّـ

aa َ َلَِّلا ََىسْل مَِّاَيَ َأ لا افَ َمَ وَْي ـَالََْـىصُرْم   اىِّم 

َالَْرَ  َابْـن ةُ َف ـرََْى َِّب كْرِّم تْك   ض ال ةَ َِعع نْ

َلَ  ـــنَ ــ ـُر اء تْ ـ ــ ـ ــ ـ ـ ــ ـ ــ ـ ــ ـ ـ َي ـَــ يلَِّوَْا َالرَّحِّ  بِّو ارِّدَ َم 

قَ  ــــس  ـ ـ ــ ـ ــ ـ ــ ـ ـ بَِّاهَُـ َفِّـالََْـىَُّح  هَ َـىمُزْنِّ  ٍل ِّلمُت ـ
َالضَّا اتِّ َبِّذ  ااَم عَ ــهَ نَـْمََِِّلأ ر ُْك  م   اصِّ

َعَ صَ  بُهُ لْ اَق ـ ـــهَ نَـْح  ـ ــ ـ ـ ــ ـ ــ ـ ــ  ذِّكْر ةًََأ نَََّاَع ل ىـ

لِّيلَِّب صَّرَْ ـَُ َظ عَ َ ـُر ىَلَْهَ َىَ  نْ  ائِّنَ ــمِّ

َمِّنَْـَُ  لْن  َالََْح مَّ و ِّ َمَ ج  ـــــو ريع ةَِّب ـعْد  ـ ــ ـ ــ ـ ـ  اــ
لَّيَْ ـَُ  ــيَ َح  ـ ــ ـ ــ ـ ـ ــــاقُوًَُــ ـ ــ ـ ــ ـ ـ ــ ذْرًَاَوَ ـ َوَ ش  يغ ةًَا  صِّ

ل كْنَ  زعَْ ـالَْوَ َقُر ىالََْس  ىُـََُجِّ  هُمَْـجِِّ الََُحْد 

ُُرِّينَ أ لا َ َ َو جْهٌ ا بَّذ  ــــَح  ـ ــ ـ ــ ـ ــب ـيَ َاـ ـ ــ ـ ـ ــ ـ ــ ـ ــ ـ  هَُــــاضَ ـ

َ َـىإِّن ِّوَ  ـــــجَ َةَ فُط يْمَ َـىيِّسْت حَْل  ـ ـ ــ ـ ـ ـــ ـ ــــائِّعًَــ  اـ

َ َـىإِّن ِّوَ  ـــنَ ــنَ ــيَْــبَ َخ رْقَُـالَْوَ َسْت حْيِّيكَِّل  ـ ــ ـ ــ ـ  اـ
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ـــهَ ـبِّ ــ ـ ــ ـ فْسَِّاَوَ ــ ـــيَ َىب ـن ـ ـ ـ ــ ـ ــ ر اجَِّـالََْاَفُط يْمَ ـ اـم   م 

َذَ ـيُوََ  مُ َالَْالََْاجْشِّ َالَْـرِّيكَ عِّرْضِّ اشَِّـم  اـم ج   م 

ـــنَّـَالَفَُرَْصَ َنَْكَُيَ َمَْـل ََنَْإِّوََ  ــ ـ ــ ـ ـ  امَ ئِّل َتَ مَ َىوَ ــ
َفَ َىف ـرُد ََِّكَِّيَْإِّلَ  نَْن ـو الِّكِّ ـــمِّ ـ ــ ـ ــ ـ ــ ـ ـ ــ ـ ـ ــ ــ ـ ـ ــ ـ ــ اـ  اىِّم 

َبَُِّوَ  ر ىَلا َأ نْتِّ َهَ َْ عْتُكِّ ــّـَُب ـ ـ ــ ـ ـ ــ ـ ــ ـ ــ ـ ـ ــ ـ ـ ــ ـ ــ ـ ــ ـ اــ  ائِّم 

َعَ وَ  ال ة َظَ ـَمَ هَِّلا َيَْلَ ي ـعْب دْ ـــــح  ـ ــ ـ ــ ـ ـ ــ ـ ـ ـــ ـ ـ ــ ـ ــ ـ ــ ــ ـ ـ اـ  الِّم 

ــــف نفْسَ  ـ ــ ـ َالــ َو ل ِّ ـــلَّـك  ـ َلا َــ كَُنْت  اوْم َإِّنْ  ئِّم 
َوَ م وْلا ََبِّ نَْض رََّ َسَ هُ ـــأ صْب ح  ــ ـ ـ ــ ـ ــ ـ ــ ـ ـ ــ ـ ـ ـــ ـ ـ ــ ـ ــ ـ اـ  الِّم 

مَْعَ ي ـغْوَِّلا ََنَْمَ وَ  ـــَي ـعْد  ـ ــ ـ ــ ـ ـ َغَ ىَالَْلَ ـ الا َى ِّ  ئِّم 

نَْل وْمـي وََ  َمِّ مُ َالََِْجْش  جَ ـالصَّدِّيقِّ اـاشَِّــم   م 

كََ ل َحَْالَْ َىتَ ِّ ـُعََْق دَْوَ  ـــــــــــنَ َانَ مَُم نْ ـ اــ  ائِّم 

لَّتَْقَ ََإِّنَْوَ َـىإِّن ِّوَ  ـــلَُـك  ـ ــ ـ ـ ــلَ َىوصَِّـ ــ ـ مٌَــ  ر اجِّ
ـــأ فَ  ـ ـ َالَْـ َإِّنَّ َي ـعْفُوَعَ ـاىِّم   الْقِّل ىَنَِّحُبَّ
 امَ اىَِّفَ َقَِّلَْالطََّبَِّكَ وْكََ لَْبَََِّىمَِّلَ سَْاَيَ َلا َأَ 

ـــيَ َأ لا َ ـ تِّــحَ َأ نَََّىاعْل مََِّمََّـثََُىسْل مَِّاَاـ  ـىاج 
ـــأ فَ  ـ ــ ـ ـ ــ ــ ـ ـ ــ ـ َالن ِّسَ ــ َأ نَّ َل وْ ــــاىِّم  ـ ــ ـ ـ ــ ـ ةَ ـ لْد   اء َبِّب ـ

َذُوَالَْــــىَمَ ـتَ مَ  أْ َي صْرِّمَْاَي ش  لِّيل هََُوُد ِّ  َ 

نَ ـآلَ وَ  لْفَ ىَج  َحِّ ـــفَ َةًَابٌ ـ ــ ـ ـ ــ ـ ــ ـ ــ ـ ـ ــ ـ ــ ـ ــ  هَُــتَ ــعَْأ ىَ ـ
َعَ كَ  ــَُ َهَِّيَْلَ أ نَّ ـ ـ ــ ـ ــ ـ ــ ـ ـ ــ ـ ــ ـ ــ ـ ـ ــ ـ ر ِّقَ ـمََُِلآَاجَ ــ  ح 
يـْرًََنَْمَ فَ   َ َ َالنَّـيَ َاي ـلْق  دِّ ــــحْم  َأ مْر هَُـ  اسُ
َالَْـأ لَ  َأ نَّ  ـُر  َ ــــمَ ـمْ ـ ــ ـ ـ ــ ـ ــ ـ ــ ـ كََ ـرْء َيَ ـ ـــفََّـجْذِّمُ ـ  هَُـ

َحُلُم نْ َوَ ٍَأ مِّ  ـُنْكُتُ َ اـاجَِّأ صْب حْت   م 
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( 56 ) 訳  

 1- 貴女の無事を祈る、ファーティマよ、今日、私と決して別れないで欲しい。貴女と
の親密な絆が保たれる限り、何時までも分かれないでおくれ。 

 2- バクル族の娘が浜棗の枝で作られた  (弓で) お前の心を射止めたが、我らのラクダ
は長旅で目をくぼませ、ダチョウのように、くじけず走りつづけた1)。  

 3- 彼女は  (部族の) 旅立ちの日、我らに長く垂れ下がった髪と、まだ重なりあってい
ない歯並びの甘美な  (口) を見せてくれた2)。  

 4- 太陽に照らされている牧場に、雨雲の塊が忍び寄って彼女の口をうるおす。すなわ
ち、(その黒い雨雲の) 下にある白い雲が彼女の口に唾液を注ぐ3)。  

 5- ザート・アッダールで彼女は手首と、まるで、銀製の鏡のような柔らかな頬をお前
に見せた。 

 6- 彼は彼女への溺愛の酔いから覚めるが、ひとたび彼女への思いが心に浮かぶと、立
っていても大地とともに回っているように感じた4)。  

 7- わが友よ、見たまえ。ラクダの籠に乗った女性らが急いで旅立っていく姿を見るだ
ろう。彼女らがゆったりとした乗り物に座っている姿を  (見るであろう)。 

 8- 彼女らはアルワリーアの窪地から、日が高くなったあと移動し、孤立した砂山を越
えて行った。 

                                                             
1) ここではバクル族の娘となっていて、ラフム朝のアルムンジル三世の娘ファーティマとは言っ
ていない。ḍāla は ḍālの個体名詞で「野生の sidr (浜棗)」のこと。 

2) 詩人の甥にあたるタラファのムアッラカ8–9行では唇や歯の見事さを詠んでいるが、この行と次
の行をまねたものであろう。 

3) 彼女の唾液を雨雲が降らす雨になぞらえている。  
4) 3人称に変わっているが、よくある手法である。この1行は他の部分とそぐわず、おそらく他の
詩から引用したもので、5行目の次には11–13行が続くものと考えられる。 
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 9- 彼女らは、ルビーや黄金の数珠球や金細工のアクセサリーやザファール産のシマメ
ノウや、二つずつ並んだ真珠などで装っていた5)。  

10- 彼女らは村々に沿つて旅をつづけ、渓谷の屈曲部を通り過ぎ、カゥウの地をあとに、
ラクダを駆り立てながら旅路を急いだ。 

11- ああ、彼女が我らに見せた白く輝く顔と、垂れ下がった髪房はなんと美しかったこ
とよ。髪房は漆黒で綱のようであった。 

12- 私は空腹でやせているときの自分が、愛しいファーティマにたいして恥ずかしい。
また、良く食べ  (太っているときの自分も)、愛しい彼女にたいして恥ずかしい  (いつ
も恥じているの意味)6)。 

13- 私は、そなたとの間を砂漠がはるかに隔てているとはいえ、貴女に対して恥ずかし
い。私の兄弟が  (貴女を訪ね) 貴女が彼に会うと、(私の悪口を告げ) 貴女との絆を切
るのを恐れているからである。 

14- 私は、たとえ私の若い雌ラクダが疲労し衰弱していても、ラクダと私自身を、ファ
ーティマよ、(石を投げるように) 急行させる。 

15- おお、ファーティマよ、まことに恋心と言うものは、相手の憎悪でかえって強まり、
名誉を守る貴人らに重荷を課するものだ7)。  

16- たとえ、貴女が遠くに移り、私と隔てられても、穏やかな星のもとで、ファーティ
マよ、安らかであれ8)。  

17- おお、安らかであれ、ファーティマよ、私が望むのはそなたであることを知ってく
れ。ゆえに、そなたも好意でもって応えてくれ。 

18- ファーティマよ、もしも女たちがある土地にいて、そなたは別の土地にいるのであ
れば、私は熱い恋心を抱いて、そなたの後を追うであろう。 

19- 愛しい女性は思いのまま、親しい男との絆を断ち、わけもなく不当に立腹するが、
これは避けられないものだ9)。 

20- ジャナーブが誓い、お前は彼の求めに応じた。よって、非難するならお前自身に矛
先を向けよ10)。  

21- まるでジャナーブはムハッリク家の王冠をいただき、友には悪事をなして、自身は
無事であったかのようだ11)。  

22- 善行をなすものの行いは、人々が褒める。また、道に迷った者の行いを非難する人々
が欠ける事はない。 

23- 君は見ないか、男たるものは友の非難を受けないためなら、みずからの手首をも切

                                                             
5)「ザファール (Ẓafār)」はアルヤマンのヒムヤル王国の首都があったところで、サヌアの南の出岳
地帯にあり、現在は遺跡しか残っていない。ハドラウマウトの海岸地帯にも同じ地名があるが、

メノウの産地は「内陸部の」ザファール。 
6)「フタイマ (Fuṭayma)」は「ファーティマ (Fāṭima)」の縮小形。 
7) ᵓaḥabbu s͟hayᵓin ᵓila l-ᵓinsāni mā muniᶜa「人々にとって最も好ましいものとは拒まれたもの」とい
う諺と同じ意味。アルマルズーキーによって追加された1行。 

8) kawkab. レインの辞書には各種の意味が挙げられているが、「穏やかで慈雨を降らせ、涼しい風
を招く星」というような意味であろう。 

9) d͟hu l-wuddi は「愛する男」ではなく、「愛される女」の意味であろう。 
10) この1行は前後と全く関係がない。「まえがき」の逸話が参考になる。 
11) ムハッリク  (Muḥarriq) 家とはアルヒーラのラフム王家のことであるが、ジャナーブが王とし
て振舞ったということが、詩人とファーティマとにどのような関係があるのか全く不明である。 
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り離し、いかなる難事をも引き受けるのを。 
24- お前が悲しみのあまり地面に線など引いているのは、夢によるものか。夢は眠って
いる者にときに訪れるものだが。 
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―  ( 57 ) アルムラッキシュ・アルアスガル  ― 

ـغ ـــــشَالَ ــــق  رََ الـمُـ  رص 
 
 
まえがき 

 この詩では再びアジュラーンの娘  (Bint ᶜAjlān) が登場する。すなわち、彼女がか
つて住んだテント跡や彼女への思い出が、まず、取り上げられる  (1–l0行)。次いで、
星を見上げているころに彼女の幻が訪れ、不眠に陥ったと詠む  (11–14行)。次に話
題が突如変わり、非難する者への詩人の返答が語られるが、おそらく大幅な脱落部

分があったものと推測される。最後の部分は運命の移ろいやすさを取り上げている。 

 この詩はアルアンバーリーのテキストでは20行となっているが、カイロ版ではア
ルマルズーキーにより、3行および8行の2行が追加されて、全体で22行となっている。
古い時代の詩人達が好んだとされるバシート調  (一部に韻律が乱れている) が用い
られている。 
 
 

( 57 ) テキスト 

ـــقَ وَ   أ يـْـضًــاَغ ــــرَُـالْ صََْـالَ ـ

ــــي ـتـ ع فَََّمَْـلَ  ــــــ ـــــــ ـــــــ ــــــ ـــــــ َوَ ــــ  مَْـق دِّيَع هْدَُالَْيْ 

ـــحَ َىَُّأ وََ  ــــــ ـــــــ ـــــــ َالدَّهَْمٍََِّالـــــ  ُ دُومََِْرن 
نَْر سَْعَ  َمِّ نُك  هَ ـيـْ ـــــمِّ ــــــ ـــــــ ـــــــ ــــــ جُومََْاــ  بِّس 
ــــسَ َـىفِّ َالدَّهَْـــ  هُجُومَْـالََْبَُأ رْبََ َِرالِّفِّ

بُنِّ َأ حْس  ــــــََ ـى ــــــ ـــــــ ـــــــ ــــــ َوَ الِّدًَــــــ  مَْـأ رِّيَلا َا

ـــــــعَ  ــــــ ََىَلَ ـــــــ طُوب  ن حْتَ َُ  مَْدُوَقَ لَْبَََِّك 

ــــنَ  َفَ ـــــــ ن ِّ َالدَّ َمِّن  ـــــــشَّ ـــــــ  ذُومَْرَ َأْسَُكَ الَْـ

ـــــــــشَ  ــــــ َم نَُـــ ـــــــنٌّ ـــــــ َبَِّ ـــــ زِّيوطٌ َه  ر ابِّ  مَْـَْ
ــــــــيهَ فِّ ـــــــ ــــــ كَِّـــ ــبَ ــا ـــــــ ـــــــ َوَ ـــــ يمَْـحَ اءٌَمُع دٌّ  مِّ

َب ـلْهَ ـــوقَ ـَُُ َلِّلزَّادِّ ـــــــظُ ـــــــ ــــــ ـــــــ ـــــــ ــــــ َن ـؤُومَْــ  اءُ

َيعُِّن ِّـل وََ  ـــــعَ َـىمْ ـــــــ ــــــ ـــــــ َحَ ل ىَذَ ــــــ يمَْـاك   مِّ

ــــــــر نِّــأ شْعَ  ـــــــ ـــــــ َف الَْهَ ـالََْىـــ  قِّيمَْق لْبَُسَ مَّ

رَّر َََُْدَْقَ  ــــــــهَ ـك  ــــــ ـــــــ  هُمُومَْـالََْـىاَع ل ىَع يْنِّـ

aa  ََع بْـن ةِّ ــــــلاِّ ــــــ َبََِّجْل َـ ـــــجَ ـلَْن  ــــــ َرُسُومَْـ  و ِّ

بْـن ةَِّع جْل َ َإِّذَْنَ لاِّ ـــعًَحْنَُمَ ـن  ـــــــ ـــــــ ــــــ  اـــــ
َدِّيَ  نْ ـــمُهَ ـ ـُع فَّىَر سٍََْرأ مِّ ـــــــ ـــــــ ــــــ ـــــــــ  اــــ

تَْقِّفَ  كََ قَ اَوَ ارًَأ ضْح  َبِّدْ ـــــــهَ ـان  ـــــــ ــــــ  اــــ
ـــــبَ  ــــــ ـــــــ َوَ ـــــــ َب عدِّهِّمَُادُوا نْ َمِّ  أ صْب حْتُ

ــــــــيَ  َمَ اَابْـن ة َع جْل َـــــــ ــــــن   ـىاَأ صْبـ ر نِّـــــــ

َفِّكَ  ــــيهَ أ نَّ ــــــ ـــــاَعُقَ ــــ ـــــــ ـــــاَق ـرْق ـفًَارًَــــ ــــــ  اـــــ
َعَ  ــــــــهَ يَـْلَ ش نَّ ــــــ ـــــمَ ـاَبِّـ ـــــــ َبَ ـ ــــــــاء  ــــــ  دَ ارِّــــــ

ــــــهَ ـىَلَ مْسًَـمََُِلَ كَََُـىفِّ ــــــ ـــــــ قْط ر ةٌَـــــ  اَمِّ
ــــــالنَّىََُ صْط لِّلا َ ــــــ ـــــــ َبََِّـــــ  لا َوَ َِلللَّيَْار 

ـــيْل َب ـرْقٌَنَ اللَّـىَأ رَّق نِّ ـــــــ ــــــ ـــــــ ـــــــــــ بٌَــــ  اصِّ
َلِّ يَ ـم نْ ـــــــخ  ــــــ ـــــــ ـــــــ نًٍََالـــ  اُ س دَّىَم وْهِّ

لَ وَ  هَ ل يـْ َبِّتّـُ ــــــــة  ـــــــ ــــــ ـــــــ ــــــ ـــــــ ـــــــ  ٍر ةــهَِّــسَْـمََُاــــ

١- 
٢- 
٣- 
٤- 
٥- 
٦- 
٧- 
٨- 
٩- 
١٠- 
١١- 
١٢- 
١٣- 
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ـــــل ؤُهَ أ كَْ ـــ َمَ ـ ــــــــاَب ـعْد  ــــــــاَنَ ــــ َاـــــ لِّيمَْام   لسَّ

اكَ  ـــــفَ َأ بْك  ـــ ــــــ مَْـــ كََ ـــالدَّ َالَْــشََّـالعُ  مَْـيزِّهَ ـن ِّ

ــــمَ  ـــــــ ــــــ ـــــــ َفِّــ َلُمْت   ـُلُومََْـىا َ اَفِّيم   حُب ِّه 

ــــــمًَس هَْاَوَ ـــــمًَحْرِّزَُس هَْـَُُ ــــاَمَ ـ يمَْـــــــ  اَُ شِّ

ـــــــــح لََّعَ  ــــــل ىَمَ ـــــــ  رٌَغ شُومَْـــهَِّد هَْـــــالِّـــــ

ــــأ ضَْ ــــــ ـــ  ومَْكُلَُهَِّالَْـــيــتَْفِّأ ثّـَرَ َدَْــقَ ح ىَوَ ـ

ـــــــــو ِّلَ ــحَُوَ  ــــــ ـــــــ ــــــ ـــــــ َإِّلَ ـ قْو ةٌ  يمَْــعِّــىَنَ ـتَْشِّ

َحَ  ــــإِّذْ ــــر حََْلََّــ َالََْوَ لًَـــ َ فَّ  يمَْــقَِّــمَُـإِّذَْ

ـــيَ  َمَِّع جْل ََاَابْـن ةَ ـــــــ  حُتُومَْـالََِْعنَْو قَْن 

ضَْىُولَ َمَْـلَ  تََّاــهَ ـأ غْت مِّ  انْـق ض تََْـىح 

هْرَُالَّوَ َ،ِرىَالدَّهَْلَ ـــعَ َى ـُبْكَِّ  ىذَِّالدَّ

َللهَ  ـــــــهَ َف ـع مْر ك  ــــــ ـــــــ ــــــ َُ ـ َ  إِّذ اَىدْرِّــــــلْ

ـــَُُ ـــــــــص دِّيقًََىؤْذَِّـــــــ  ةًَـــنَّــظََِّىُـُبْدَِّوَ َاــــــ

ـــمََِّمَْكَ  ــــــ ـــــــ ــــــ ََِّــــــ َأ   هَُـــتَُــــر أ يََْث ـرْو ةَ َىــنْ

ـــعَ َنَْمَِّوَ  ـــــــزِّيــــــ ـ ـ ىـالََْزَِّـ م  ع ةَ َىذََِّحِّ  م نـْ

نَ  ــب ـيـْ ـــــــ ــــــ ـــــــ ـــــــ َُوَنِّعَْــ َأ  بَ مَ ا َذ ه  َإِّذْ  تَْة 

نَ وَ  ـــــــب ـيـْ ـــــــ ــــــ ـــــــ ـــــــ َذُوَشَُــــ َظ اعِّنٌ ــــا  ةَ ــــقََّـ

َغَ ـلِّلْف تَ وَ  ـــــــى ـــــــ ــــــ ـــــــ ـــــــ ــــــ َي ـغَُــــــ  هَُــــولَُـــائِّلٌ

١٤- 
١٥- 
١٦- 
١٧- 
١٨- 
١٩- 
٢٠-َ
٢١-َ
٢٢- 

 
 

( 57 ) 訳  

 1- アルジャゥウには、かつてアジュラーンの娘が住んでいたテントの跡がいまだ消え
ずに残っている。 

 2- (それは) 我らがともに住んでいたころのアジュラーンの娘の住まい跡だが、一体、
いかなるものが永遠に姿を変えずに続くものか。 

 3- 跡形が消えかかった  (彼女の) 住まい跡を見て、お前はとめどなく涙を流すのか? 
 4- (彼女の住まい跡は) 今や荒れ果てているが、かつては数百頭のラクダの持ち主たち
がそこに住んでいた。 

 5- だが、彼らはすべて消え去った。私は彼らの後、(自分は) いつまでも生きつづけ、
止むことはないと思っていた。 

 6- アジュラーンの娘よ、手斧で断ち切るような難事に私はなんとよく耐えてきたこと
だろうか。 

 7- 彼女  (の口) の中には、まるで、土器からにじみ出た、飲むと身震いするようなぶ
どう酒が入っていて、杯があふれているようだ。 

 8- 取っ手で吊るされた穴の開いた使い古しの水袋が、そのブドウ酒に水を混ぜている
ようだ。 

 9- 毎夕、彼女は自身を焚き込める吊り香炉を持っていて、乳香が用意され、(入浴する
ための) 湯が沸かされている。 

10- 彼女は夜中に起きて火を焚くようなこともなく、食事の用意をするために起こされ
ることもなく、(家事に) うとく、眠たいだけ眠る1)。  

11- その夜、私は雷光で眠れず、これを見てくたびれたが、(私の苦痛を) やわらげてく
れる友はいなかった。 

12- 夜がひと時過ぎたころ、(私を訪れる) 幻から誰が(私を助けてくれようか)。幻は苦

                                                             
1) この女性は贅沢な生活をしており、恋物語のアジュラーンの娘のような、侍女にはそぐわない
もので、ファーティマのような皇女にふさわしい生活描写である。 

―  32  ―



アルムファッダリーヤート試訳   ( No.46 – No.59 )／池田  修 

〔33／36〕 

悩の下着で私を覆い、ゆえに、私の心は病んでしまった。 
13- 私は幾たびも眠れぬ夜を過ごした。幾たびも不安が私の目に反復したものだ。 
14- 私は夜が明けるまで目を開じなかった。気苦労のない者らが眠ってしまった後、私
は空の星を眺めて過ごした2)。 

15- お前は運命に泣くが、運命こそはお前を泣かせたものである。お前の涙は古い皮袋
の穴から水が流れるようにしたたる3)。  

16- 神がお前に長寿を授けますように。お前は私が彼女を愛していると咎めたが、一体
何を咎めているのか、分かっているか4)。  

17- お前は友人を傷つけ、彼への嫌疑を言い立てているが、お前は矢筒に一本の矢を入
れたり、出したりしている無為徒食漢のようだ。 

18- 私は、圧倒する運命の魔手によって財産を損なわれた富豪らをしばしば見てきた。 
19- 守りの堅い有力者らが、(運命の魔手で) 数々の傷跡をつけられた  (のをしばしば見
てきた)。 

20- 富める者の富が消えるかと思えば、惨めな者が裕福な身分に変えられる  (これも運
命をつかさどる神のなせる業)。 

21- 遠くへ旅立つ者が旅先で鞍を解き、そこに住み着くかと思えば、あるところに住ん
でいた者が急いで旅立つ。 

22- 運命が定まるとき、おお、アジュラーンの娘よ、男には彼を消し去る殺人者が控え
ているものだ。 

 

 

                                                             
2)「サリーム (salīm)」は「サソリに刺された者の婉曲な言い回し」と解説にあるが、「気苦労のな
い者」のほうが意味はよく通る。  

3) ここで急に「お前」と人称の変化が見られるが、おそらく前後に脱落部分があるものと考えられる。 
4) ここの「お前」は非難をしている人物で、15行の「お前」とは関係ない。 
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―  ( 58 ) アルムラッキシュ・アルアスガル  ― 

ـغ ـــــشَالَ ــــق  رََ الـمُـ  رص 
 
 
まえがき 

 ある日、タグリブ族の男アルムハルヒル  (al-Muhalhil) が詩人と従兄弟のサアラ
バ・ブヌ・アムル  (T͟haᶜlaba b. ᶜAmr) と出くわし、アルムハルヒルはサアラバを殺
した。そこで詩人は、復警するまでは顔を洗わないと誓った。やがて、詩人はタグ

リブのアムル・ブヌ・アウフ  (ᶜAmr b. ᶜAwf) という男と出会い、これを殺して仇を

うった。 
 この詩はわずか2行しか伝えられていないが、アルアンバーリーは、この詩はアル
ムラッキシュ・アルアクバルの作であるとしている。前記の復讐事件はアブーイク

リマ  (Abū ᶜIkrima) がこの詩の詠まれた背景をなす事件として伝えているものだ
が、アルアンバーリーの主張が正しいと思われる。No.54の7–8行がこれを支持して
いる。また、サアラバはムラッキシュ・アルアスガルの従兄弟ではなく、ムラッキ

シュ・アルアクバルの従兄弟である。ムタカーリブ調、2行。 
 
 

( 58 ) テキスト 

ـــقَ وَ  مُــر ق ِّــشََُـالَ ـ  الْ

َُ ع مْرَ َِم َف ـز ا َع وْف   ه لَْوَ الََْوَبْن 

فَ لا َوَ  ــــــــَي ـنـْ ــــوَّلِّعَُالَْ ــــ ـــــــ  م ه لَْـالََْيَ ــ

aa  َــــــأ ب ــــــ َالَْــ  اــــــخُشَ ـأْتَُبِّث ـعْل ب ة َبْنِّ

ـــــد مًَ ــــــ مــــــ  كُلُومَُُـُع فَّىَالَْوَ ٍَاَبِّد 

١- 
٢- 

 
 

( 58 ) 訳  

 1- 私はサアラバ・ブヌ・アルフシャームの仇アムル・ブヌ・アウフを殺した。かくし
て、恐怖は去った1)。  

 2- 血には血を。(復讐で) 傷は癒される。先に殺した者にとり  (復讐されると) 、殺害
先行は無益となる。 

 

 

                                                             
1) アルフシャーム al-k͟hus͟hām「大きな鼻」。サアラバ・ブヌ・アムル   (T͟haᶜlaba b. ᶜAmr) の綽名。 
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―  ( 59 ) アルムラッキシュ・アルアスガル  ― 

ـغ ـــــشَالَ ــــق  رََ الـمُـ  رص 
 
 
まえがき 

 この詩は、アラブの基本的徳目とされている気前よさを誇ったものである。ここ

では妻が夫の気前よさは財産を損なうことになると苦情を言ったのに対して、生き

てゆく糧は天与によるもので、これを元手として増やすべきものではない、自分の

財産がなくなるまで他人に気前よく振舞うのが美徳との考えが伺える。ハフィーフ

調、6行。なお、この詩集全体でハフィーフ調の詩は No.48とこの詩のみである。  

 
 

( 59 ) テキスト 

ـــقَ وَ   اــضًَــأ يََْغ ــــرَُـالْ صََْـالَ ـ

ر تَْبِّاَجَ اكِّرًَـــــــبَ  لِّيَخ طْبَ ـاه   ِلج 

ُْلِّفَُالَْ ـــــــمَ ـأُ ــــــ َلا َـ يلَِّي ذُمََُّال  َِّ  ىد 
ـــجْد َو جَ ـمَ إِّرْثَُ ـــــــ َلَُــ يَب َ دُّ  ِلأ صِّ

َوَ  ـــــــر يْبَُالزَّمَ ل  مَُّـ َج  وَـالََْانِّ  ِلخُبُ
لْدَ  َُ َ َأ وَْمُلْكِّ ق اء  نَْش  يـبَ َمِّ  ِلجِّ

ـــَيَ لا َ رْقِّـــ  ِلف تِّيَرْو ىــــحَُشَ ــيــــرُدَُّالتّـَ

aa  َيَـىار ِّـــآذ ن تَْج َر حِّ  ِلبِّو شْكِّ

َلَ لَْزْم ع تَْبََِّأَ  ــــــــمََّــفِّر اقِّ  ـىاَر أ ُْنِّـ

ــــــــمَ ـإِّنََّىعِّاِّرْبَ  ـــــــ ن ِّــــــ َمِّ َي رِّيبُكِّ  ـىا

بْتَُلِّلْع اقِّدَِّالَْاَمَ بًَجَ عَ  اـاَع جِّ  م 
يعَُالَّذَِّ ــيَ َىو يُضِّ ــــــصَِّـــــ ــيَْـــيُرَإِّلَ ـ  هَِّــ

َعَ الََِْلمَِّـأ جَْ َرِّزْق ك  َإِّنَّ  آتَ يْش 

١- 
٢- 
٣- 
٤- 
٥- 
٦- 

 
 

( 59 ) 訳  

 1- 私の妻は早朝、急ぎ旅立つと知らせ、(私と離婚するとの) 大事を公言した1)。  
 2- 彼女は、私が客に吝嗇だと咎められないようにと金をつぎ込むのを見て、離婚を決
意したのである2)。  

 3- 平静に控えよ、そなたの思案を乱しているのは、私の輝かしい出自と高尚な心を持
った私の祖先によるものであろう3)。  

                                                             
1) jārat-ī「私の隣の女」とは妻のこと。Lisān al-ᶜArabには al-marᵓa jāratu zawji-hā「妻は夫の隣の女」
とある。アラブの女性は離婚する自由を大幅に持っていたことが分かる。夫の向こう見ずな気

前よさも、離婚の理由とされている。 
2) dak͟hīlとは「庇護を求めて身を寄せた者」。このような者は歓待して保護するのが慣行となっていた。 
3) jadd「祖父、祖先」を jidd「努力」と読むと、訳は「私の気高い心の働き」となるであろう。 
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 4- 私は金を集めるだけで費やさぬ者に、大いに驚いている。時世の移り変わりは災難
で満ちているのだ。 

 5- 時世の転変は、惨めな境遇の者も極楽のような生活をしている大富豪も、ことごと
く破滅させる。 

 6- よって、立派に生きよ。さすれば糧に恵まれよう。(財産を) 上手に運用したところ
で、椰子の実の薄皮ほどのもの  (わずかな災難) すら避けることは出来ないのだ。 
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